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緑と
毛呂山町マスコットキャラクター

もろ丸くん

　1月１日、桂木観音から撮影した初日の出の写真で

す。この日は、天候に恵まれとても美しい日の出を見

ることができました。また、太陽の右側に見えるのが

東京スカイツリーです。建設途中のその姿をはっきり

ととらえることができました。晴れた日には桂木観音

からもこのように東京スカイツリーを見ることができ

ます。ぜひ訪れてみてください。

桂木観音から望む初日の出
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毛呂山町長　小沢　信義
　

初
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。
住

民
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
健
勝
に

て
飛
躍
の
卯
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
存
じ

ま
す
。

　

さ
て
、
国
政
を
顧
み
ま
す
と
、
民
主
党

政
権
に
チ
ェ
ン
ジ
し
た
も
の
の
、
普
天
間

基
地
・
尖
閣
諸
島
問
題
・
Ｔ
Ｐ
Ｐ
な
ど
、

外
圧
や
国
土
お
よ
び
国
防
に
つ
い
て
の
危

機
対
応
へ
の
遅
れ
な
ど
が
マ
ス
コ
ミ
を
通

じ
て
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
国
民
が
安
全

で
安
心
し
て
生
活
で
き
、
公
徳
心
や
報
恩

感
謝
な
ど
の
気
持
ち
を
も
っ
て
、
勤
勉
で

真
面
目
な
日
本
人
の
美
徳
と
奉
仕
の
精
神

を
志
す
よ
う
な
政
治
運
営
で
あ
っ
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

　

昨
年
は
毛
呂
山
町
が
昭
和
30
年
に
川
角

村
と
合
併
し
て
55
周
年
の
節
目
の
年
で
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
記
念
事
業
も
実
施
し
、

成
功
裏
に
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
昨
年
一
年
間
の
本
町
の
出
来
事
を
振

り
か
え
っ
て
み
ま
す
と
、

１　

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
も
ろ

丸
く
ん
」
が
デ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た

　
　
「
も
ろ
丸
く
ん
」
は
顔
が
ゆ
ず
、
帽

子
は
流や
ぶ
さ
め

鏑
馬
で
乗
り
子
が
着
け
る

烏え

ぼ

し
帽
子
、
胴
は
町
の
花
で
あ
る
菊
と
町

の
特
産
ゆ
ず
の
輪
切
り
を
イ
メ
ー
ジ
し

た
図
、
背
に
弓
と
矢
を
背
負
っ
て
い
ま

す
。「
も
ろ
丸
く
ん
」
は
、
品
格
あ
る

町
の
特
産
ゆ
ず
と
流
鏑
馬
が
あ
る
か
ら

こ
そ
生
ま
れ
た
の
で
す
（
京
都
府
京
田

辺
市
在
住
の
矢
野
美
雪
さ
ん
の
作
品
）。

２　

新
毛
呂
山
町
史
を
刊
行
し
ま
し
た

　

昭
和
53
年
に
毛
呂
山
町
史
が
刊
行
さ

れ
、
以
来
30
年
以
上
が
経
過
し
ま
し
た

が
、
新
毛
呂
山
町
史
に
は
、
新
し
い
発

見
な
ど
も
盛
り
込
ま
れ
、
カ
ラ
ー
写
真

を
取
り
入
れ
た
見
や
す
く
読
み
や
す
い

町
史
に
な
っ
て
い
ま
す
。

３　

ゆ
ず
の
里
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
が
開
局

し
ま
し
た

　
　

ゆ
ず
の
里
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
、
町

も
３
０
０
万
円
を
出
資
し
ま
し
た
。
本

年
７
月
に
は
、
ア
ナ
ロ
グ
放
送
か
ら
地

上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
変
わ
る
こ
と
か
ら
、

住
民
要
望
の
受
皿
と
し
て
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
会
社
の
設
立
に
参
加
し
ま
し
た
。

４　
「
出
張
！　

な
ん
で
も
鑑
定
団
」
の

テ
レ
ビ
放
映
が
行
わ
れ
ま
し
た

　
　

10
月
10
日
に
毛
呂
山
町
福
祉
会
館
で

収
録
し
、
１
８
５
名
の
方
が
た
か
ら

２
５
０
点
以
上
の
出
品
が
あ
り
大
成
功

で
し
た
。

５　

全
国
初
の
や
ぶ
さ
め
サ
ミ
ッ
ト
を
開

催
し
ま
し
た

　
　

関
東
近
県
の
９
団
体
が
参
加
し
て
の

サ
ミ
ッ
ト
は
、
10
月
31
日
福
祉
会
館
で

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
実
施
し
、
11
月
３
日

ま
で
各
地
の
資
料
展
示
を
行
い
ま
し
た
。

11
月
３
日
の
本
祭
り
に
は
、
特
設
ス

テ
ー
ジ
を
設
置
し
、
流
鏑
馬
を
見
学
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
や
ぶ
さ

め
保
存
会
で
は
、
ミ
タ
ラ
セ
池
の
整
備

と
馬
場
の
改
良
工
事
お
よ
び
重じ
ゅ
う
ど
の
ぶ
ち

殿
淵
の

碑
を
建こ
ん
り
ゅ
う立し

ま
し
た
。
サ

ミ
ッ
ト
を
開

催
し
て
、
改

め
て
本
町
の

流
鏑
馬
の
素

晴
ら
し
さ
に

感
動
し
ま
し

た
。

　

こ
の
ほ
か
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合
テ
レ
ビ
で
９

月
12
日
に
放
映
さ
れ
た
「
課
外
授
業
よ
う

こ
そ
先
輩
」
の
収
録
が
毛
呂
山
小
学
校
で

行
わ
れ
、
女
優
の
大
竹
し
の
ぶ
さ
ん
が
母

校
で
心
打
た
れ
る
お
話
を
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

　

私
は
、
合
併
55
周
年
を
礎
い
し
ず
えに
し
て
更
な

る
１
０
０
周
年
に
向
け
て
、
大
き
く
飛
躍

す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
私

事
で
す
が
、
昨
年
４
月
に
全
国
９
４
１
の

町
村
で
組
織
す
る
全
国
町
村
会
の
副
会
長

に
就
任
し
、12
月
１
日
に
は
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
た
全
国
町
村
会
の
全
国
大

会
で
議
長
の
大
役
を
務
め
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
な
事
業
を
実
施
で
き
ま
し
た
の
も
、

議
会
そ
し
て
住
民
各
位
な
ら
び
に
職
員
の

理
解
あ
る
ご
協
力
の
賜た
ま
も
の物
で
す
。

　

町
で
は
現
在
、
町
財
政
の
健
全
運
営
に

努
め
て
い
ま
す
が
、
今
年
は
更
に
卯
年
に

ホ
ッ
プ
・
ス
テ
ッ
プ
・
ジ
ャ
ン
プ
と
大
き

く
飛
躍
す
べ
き
事
業
を
推
進
し
て
い
き
ま

す
。
現
在
、
新
年
度
に
向
け
、
予
算
編
成

毛
呂
山
町
の
一
年
を
振
り
返
って

今
年
の
主
な
事
業
に
つい
て
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　 受賞おめでとうございます

秋の叙
じょくん

勲
　～長年にわたり、防衛行政の分野に貢献～
　瑞宝小綬章
　　渡邉　正之さん（双葉団地）

　～防衛の業務に功績を残し、長年、危険な業務に携わった～
　瑞宝単光章
　　米

よねざわ

澤　博さん（前久保）

※今回掲載した受賞者は、平成22年7月1日から12月31日までの間に国、県
などから表彰を受けた人で、町を通じて申請手続きを行った人などを中心に
掲載しています。

彩の国コミュニティ協議会会長表彰
　個人　根田　ヒデさん（第九団地）、田沼　倶

ともこ

子さん（日生団地）、
　　　　新井　弘さん（第一団地）
　団体　毛呂山太鼓の会

全国防犯協会連合会長表彰

　地域安全推進連絡協議会毛呂山支部支部長　木村　正雄さん（第四団地）

埼玉県スポーツ少年団表彰
　　井上　吉

よしてる

輝さん（第七団地）

埼玉県地域安全功労者表彰

　　地域安全推進連絡協議会毛呂山支部副支部長　小山　善
よしお

男さん（第一団地）

　～地域安全活動に尽力し、安全で安心な街づくりに貢献～
　防犯栄誉銅章

　～長年、スポーツ少年団指導者として青少年健全育成に貢献～

　～地域安全活動の推進に尽力し、安全で安心な街づくりに貢献～

（埼玉県表彰）
シラコバト賞
　～日常、身近なところで住みよい地域社会の実現のため、積極的な
　　実践活動を地道に続けている活動と功績を顕彰～

（毛呂山町表彰）
有功表彰
　～長年にわたり、執行機関の委員として尽力した～
　　金子　富夫さん（大師二）
　～教育、文化および体育の向上に寄与した～
　　内野　勝

まさひろ

裕さん（大師二）、川嶋　伸次さん（東京都在住）
　～社会福祉の増進に寄与した～
　　森澤美智子さん（第二団地）

危険業務従事者叙勲

（国表彰）

埼玉県体育指導委員協議会功労賞

　　毛呂山ウイングス　渡辺　明雄さん（ゆずの木台）

　～長年にわたり、町のスポーツ振興に貢献～

　　青栁　章
あきら

さん（玉林寺）

消防功労表彰
　～地域の予防消防の啓発活動に積極的に取り組み消防の発展に貢献～

の
最
中
で
あ
り
ま
す
が
、
主
な
事
業
を
申

し
上
げ
ま
す
と
、

１　

い
よ
い
よ
新
飯
能
寄
居
バ
イ
パ
ス
葛

貫
工
区
（
役
場
南
よ
り
埼
玉
医
大
国
際

医
療
セ
ン
タ
ー
ま
で
）
が
開
通
し
ま
す
。

２　

武
州
長
瀬
駅
北
口
周
辺
地
区
整
備
事

業
は
、
平
成
23
・
24
年
度
は
橋
上
駅
舎
・

自
由
通
路
を
建
設
す
る
予
定
で
す
。

３　

県
道
、
川
角
交
差
点
改
良
工
事
で
、

川
角
小
学
校
の
校
庭
部
分
を
右
折
帯
の

一
部
に
変
更
す
る
工
事
に
着
手
し
ま
す
。

４　

３
月
末
、
苦
林
浄
水
場
に
紫
外
線
照

射
に
よ
る
ク
リ
プ
ト
ス
ポ
リ
ジ
ウ
ム
な

ど
の
不
活
化
処
理
を
行
う
施
設
が
完
成

し
ま
す
。
苦
林
の
水
を
よ
り
い
っ
そ
う

安
全
で
安
心
し
て
飲
ん
で
も
ら
え
る
よ

う
に
す
る
も
の
で
す
。

５　

４
月
１
日
よ
り
開
発
許
可
等
の
事
務

は
、
町
で
行
う
予
定
で
す
。

６　

毛
呂
山
中
学
校
に
武
道
場
（
柔
道
・

剣
道
）
を
建
設
し
ま
す
。

７　

光
山
小
学
校
校
舎
お
よ
び
川
角
中
学

校
体
育
館
の
耐
震
補
強
工
事
を
実
施
し

ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
な
事
業
を
議
会
な
ら
び
に

住
民
皆
様
の
ご
協
力
を
得
な
が
ら
実
施
し

て
参
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
住
民
皆
様
が
健
康
で
幸
せ
な

一
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
し
て
、新
春
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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◆◆ 町県民税 ･ 還付申告の受付日程表 ◆◆

受 付 日 受      付      地      区　　な　　ど
午前（９時～11時） 午後（１時～４時）

２月　３日（木）還付申告
の人

給与所得者で、医療費控
こうじょ

除または住宅借
かりいれきん

入金等特別控除の対象となるため、所得税の
還付申告をする人２月　４日（金）

２月７日から10日の受付地区は、大字（町名）です
２月　７日（月）

年金収入
のみの人

大字岩井・下川原、平山、岩井東 大字小
こ だ や

田谷・苦
にがばやし

林、中央

２月　8 日（火） 大字大谷木・前久保、南台 大字西
さ い ど

戸・葛
つづらぬき

貫・毛呂本郷

２月　9 日（水） 大字旭台・市場、若山 前久保南

２月 10 日（木） 大字川角・長瀬、岩井西
大字阿

あ す わ

諏訪・大類・権
ごんげんどう

現堂・宿
しゅくや

谷・滝ノ入・西大久保・

箕
み の わ だ

和田、目白台

２月16日以降の受付地区は、行政区です
２月 16 日（水）上町、中町、毛呂病院ケアハウス 下町、金

かねづか

塚、埼玉医大福祉棟、ジョイム毛呂山

２月 17 日（木）東
とううん

雲、小田谷、西
にしうら

裏団地 平山、平山ニュータウン

２月 18 日（金）前久保 岡本団地、いわい団地、ゆずの木台

２月 19 日（土）指定日に来られない人

２月 21 日（月）沢田 大
だ い し

師二区、シャルマンコーポ毛呂山自治会

２月 22 日（火）大師一区 長瀬一区、総庭団地

２月 23 日（水）長瀬二区、双葉団地 長瀬三区、第六団地、第九団地

２月 24 日（木）滝ノ入、杉ノ入団地 阿諏訪

２月 25 日（金）大谷木、宿谷、権現堂 葛貫、日
にっせい

生団地

２月 26 日（土）指定日に来られない人

２月 28 日（月）第一団地１区～３区、第四団地 第一団地４Ａ区～５区、第七団地、第十三団地

３月　1 日（火）第二団地１区～３区 第二団地４区～６区、第五団地、西
にしはら

原団地

３月　２日（水）第三団地 毛呂山台

３月　３日（木）角
つ の き

木団地 学園台、日
に っ か

化団地、旭台団地（北・南）

３月　４日（金）川角、玉
ぎょくりんじ

林寺 むさし野自治会、谷
や ば た

端団地

３月　７日（月）西大久保 旭台、旭台（大）、大類、苦林

３月　８日（火）下川原 西戸、東
とうはら

原団地

３月　９日（水）市場、新南台自治会 箕和田、目白台自治会

３月 10 日（木）

指定日に来られない人
３月 11 日（金）

３月 14 日（月）

３月 15 日（火）

※インフルエンザが流行した場合には、感染防止のため申告会場を閉鎖することがあります。

次の人は税務署で申告してください。
●土地、家屋、株式、ゴルフ会員権な
どの譲渡所得のある人
●青色申告の人
●平成21年分以前の申告をする人
●国外に居住する人を扶養している人
●山林所得のある人
～上記の人は町会場では申告できません～申告期間 　2月16日(水)～3月15日(火)

　還付申告の人／2月3日(木)、4日(金)
　年金収入のみの人／2月7日(月)、8日(火)、9日(水)、10日(木)
受付時間　午前９時～11時、午後１時～４時（混雑状況により午前中に受付をしても相談が午後になる場合があります）
相談場所　毛呂山町役場　２階会議室
問 合 せ　町県民税について／役場税務課  町民税課税係  ｔ（295）2112内線195・196
　　　　　所得税などについて／申告案内コールセンター（申告案内窓口）ｔ（235）9411

町県民税 ･所得税の
申告のお知らせ

町県民税 ･所得税の
申告のお知らせ

申告のご注意 !!
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今
年
も
町
県
民
税
・
所
得
税
の

申
告
受
付
が
、
２
月
16
日
水
か
ら

３
月
15
日
火
ま
で
の
期
間
に
行
わ

れ
ま
す
。
役
場
で
の
申
告
受
付
は
、

前
ペ
ー
ジ
の
と
お
り
で
す
。

　

申
告
期
限
間
近
に
な
り
ま
す
と

大
変
混
み
合
い
ま
す
の
で
、
や
む

を
得
な
い
場
合
を
除
き
、
な
る
べ

く
指
定
日
に
申
告
す
る
よ
う
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
役
場
ま
た
は
税
務
署
か
ら
申
告

書
が
届
い
た
場
合
は
、
必
ず
そ
の

申
告
書
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

昨
年
に
引
き
続
き
、
平
日
以
外

の
申
告
受
付
日
を
設
け
ま
し
た
の

で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
毛
呂
山
町
役
場
／
２
月
19
日
土

　

・
２
月
26
日
土

●
川
越
税
務
署
／
２
月
20
日
日
・

2
月
27
日
日

●
申
告
が
必
要
な
人

　

平
成
23
年
１
月
１
日
現
在
、
毛

呂
山
町
に
住
ん
で
い
た
人
で
、
次

の
人
な
ど
が
該
当
し
ま
す
。

・
商
業
、
工
業
、
農
業
な
ど
の
事

業
を
営
ん
で
い
る
人
や
、
地
代
・

家
賃
・
利
子
・
配
当
な
ど
の
所

得
が
あ
っ
た
人

※
源
泉
分
離
課
税
さ
れ
て
い
る
配

当
所
得
に
関
し
て
は
申
告
不
要
で

す
が
、
申
告
し
た
場
合
、
総
合
課

税
と
な
り
ま
す
。

・
給
与
所
得
者
で
、
勤
務
先
か
ら

給
与
支
払
報
告
書
が
町
に
提
出

さ
れ
て
い
な
い
人

・
所
得
の
な
い
人
（
申
告
書
裏
面

の
「
９
所
得
が
無
か
っ
た
人
の

記
載
欄
」
を
必
ず
記
入
し
て
く

だ
さ
い
）

※
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
場
合
は
、
16
歳
以
上
の
す
べ
て

の
人
の
申
告
が
必
要
で
す
。
詳
し

く
は
、
7
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
税
務
署
へ
所
得
税
の
確
定
申
告

書
を
提
出
し
た
人
は
、
町
県
民
税

の
申
告
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

●
申
告
が
必
要
な
人

 

給
与
所
得
が
あ
る
人

・
給
与
を
１
か
所
か
ら
受
け
て
い

る
人
で
、
給
与
所
得
以
外
の
所

得
金
額
が
20
万
円
を
超
え
る
人

・
給
与
を
２
か
所
以
上
か
ら
受
け

て
い
る
人
で
、
退
職
所
得
以
外

の
所
得
合
計
額
が
20
万
円
を
超

え
る
人

・
平
成
22
年
中
の
給
与
な
ど
の
収

入
金
額
が
２
千
万
円
を
超
え
る

人

 

事
業
所
得
な
ど
が
あ
る
人

　

事
業
所
得
の
申
告
は
、
で
き
る

だ
け
税
務
署
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
申
告
に
必
要
な
も
の

①
所
得
の
わ
か
る
書
類

・
給
与
所
得
や
年
金
所
得
の
あ
る

人
は
、
原
則
と
し
て
平
成
22
年

分
の
源
泉
徴
収
票
（
原
本
）

・
事
業
を
し
て
い
る
人
は
、
収
支

内
訳
書
（
事
前
に
帳
簿
や
領
収

書
か
ら
、
売
上
や
必
要
経
費
を

整
理
、
計
算
し
て
収
支
内
訳
書

を
作
成
し
て
く
だ
さ
い
）

②
生
命
保
険
・
地
震
保
険
・
国
民

年
金
の
控
除
証
明
書
、
国
民
健

康
保
険
な
ど
の
領
収
書

③
印
鑑

④
申
告
者
本
人
名
義
の
預
金
口
座

番
号
の
わ
か
る
も
の

　
　

　

給
与
や
年
金
か
ら
所
得
税
を
源

泉
徴
収
さ
れ
て
い
る
人
で
、
次
に

該
当
す
れ
ば
還
付
申
告
で
き
ま
す
。

●
医
療
費
控
除

　

本
人
、
ま
た
は
生
計
を
一
緒
に

す
る
配
偶
者
や
そ
の
ほ
か
の
親
族

の
た
め
に
、
平
成
22
年
中
に
支
払

っ
た
医
療
費
の
合
計
金
額
か
ら
、

健
康
保
険
な
ど
で
補
て
ん
さ
れ
た

金
額
を
差
し
引
き
、
さ
ら
に
総

所
得
金
額
等
の
５
パ
ー
セ
ン
ト

（
10
万
円
が
上
限
）
を
差
し
引
い

た
残
額
が
、
控
除
の
対
象
に
な
り

ま
す
。

申
告
に
必
要
な
も
の

①
平
成
22
年
分
源
泉
徴
収
票
（
原

本
）

②
平
成
22
年
中
の
医
療
費
の
領
収

書
・
保
険
金
な
ど
で
補
て
ん
さ

れ
た
額
の
わ
か
る
も
の
（
事
前

に
個
人
・
医
療
機
関
ご
と
に
医

療
費
を
計
算
し
て
く
だ
さ
い
）

③
印
鑑　

④
申
告
者
本
人
名
義
の
預
金
口
座

番
号
の
わ
か
る
も
の

●
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除

　

住
宅
ロ
ー
ン
を
利
用
し
て
、
自

己
の
居
住
の
た
め
に
住
宅
を
取
得
、

ま
た
は
増
改
築
な
ど
を
し
た
人
で
、

一
定
の
要
件
に
あ
て
は
ま
る
場
合

に
対
象
に
な
り
ま
す
。
な
お
、
税

制
改
正
に
よ
り
平
成　

年
か
ら
平

成　

年
ま
で
の
間
に
入
居
し
た
場

合
、
所
得
税
か
ら
住
宅
借
入
金
等

特
別
控
除
額
を
引
き
き
れ
な
か
っ

た
人
は
、
住
民
税
（
所
得
割
）
か

ら
控
除
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

※
平
成　

年
か
ら
平
成　

年
ま
で

に
入
居
し
た
場
合
、
国
か
ら
地
方

へ
の
税
源
移
譲
に
と
も
な
い
、
所

得
税
か
ら
住
宅
借
入
金
等
特
別
控

除
額
を
引
き
き
れ
な
か
っ
た
人
は
、

住
民
税
（
所
得
割
）
か
ら
控
除
で

き
る
経
過
措
置
が
あ
り
ま
す
が
、

年
末
調
整
を
済
ま
せ
た
給
与
所
得

者
は
、
住
民
税
の
申
告
が
不
要
に

な
り
ま
し
た
。

●
雑
損
控
除

　

火
災
や
盗
難
な
ど
で
損
害
を
受

け
た
場
合
に
対
象
に
な
り
ま
す
。

●
寄
附
金
税
額
控
除

　

国
や
地
方
公
共
団
体
な
ど
に
５

千
円
を
超
え
る
寄
附
を
し
た
場
合

に
対
象
に
な
り
ま
す
。

『
給
与
支
払
報
告
書
』
の
提
出

を
お
忘
れ
な
く

　

専
従
者
や
従
業
員
を
雇
用
し
て

い
る
事
業
主
は
、
従
業
員
な
ど
の

住
所
地
の
市
町
村
に
、
平
成
22
年

分
の
給
与
支
払
報
告
書
を
１
月
31

日
月
ま
で
に
提
出
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
報

告
書
の
提
出
が
な
い
と
、
専
従
者

や
従
業
員
は
、
町
県
民
税
の
申
告

を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

譲
渡
所
得
・
山
林
所
得
の
申
告

は
税
務
署
で
受
け
付
け
ま
す

　

平
成
22
年
中
に
土
地
・
建
物
・

山
林
・
株
式
な
ど
を
譲
渡
や
交
換

し
た
人
は
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
こ
の
申
告
は
、
税
務

署
で
行
い
ま
す
の
で
、
日
程
に
し

た
が
っ
て
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
青
色
申
告
の
人
は
税
務
署

で
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

平
日
以
外
の
申
告
受
付
日

町
県
民
税
の
申
告

所
得
税
の
申
告

申
告
は
で
き
る
だ
け
指
定
日
に

還
付
申
告

ご
存
知
で
す
か
？

税務署から　申告のお知らせ

25

21

11

18
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平
成
22
年
分
の
申
告
期
間
お
よ

び
納
付
期
限
な
ど
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。
で
き
る
だ
け
お
早
め
に

お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

　

確
定
申
告
は
、
「
自
分
で
正
し

く
計
算
し
、
期
限
内
に
申
告
・
納

税
す
る
」
と
い
う
制
度
で
す
。
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
所
得
税
の
確
定
申
告

申
告
期
間
／
２
月
16
日
水
～
３

月
15
日
火
ま
で

納
付
期
限
／
３
月
15
日
火

●
消
費
税
・
地
方
消
費
税
の

　
　
　
　
　
　
　
　

確
定
申
告

申
告
期
限
・
納
付
期
限
／
３
月

31
日
木
ま
で

●
贈
与
税
の
申
告

申
告
期
間
／
２
月
1
日
火
～
３

月
15
日
火
ま
で

納
付
期
限
／
３
月
15
日
火

※
川
越
税
務
署
の
駐
車
場
は
狭
い

た
め
大
変
混
雑
し
ま
す
。
お
車
で

の
来
署
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
川

越
税
務
署
は
、
「
Ｊ
Ｒ
南
古
谷
駅
」

か
ら
徒
歩
約
７
分
で
す
。

※
税
務
署
は
、
通
常
、
土
・
日
・

祝
日
は
閉
庁
し
て
い
ま
す
が
、
作

成
済
の
申
告
書
な
ど
は
、
必
要
書

類
と
と
も
に
、
郵
送
ま
た
は
税
務

署
の
「
時
間
外
文
書
収
受
箱
」
に

投
函
す
る
こ
と
に
よ
り
提
出
で
き

ま
す
。

●
申
告
書
の
送
付
先

〒
３
５
０―

８
６
６
６
川
越
市

大
字
並
木
４
５
２―

２
川
越
税

務
署

※
控
え
の
返
送
を
希
望
す
る
場
合

は
、
返
信
用
封
筒
（
自
己
宛
名
明

記
の
上
、
切
手
貼
付
済
の
も
の
）

を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
（
国
税
電
子
申
告
・

納
税
シ
ス
テ
ム
）
は
、
申
告
や
、

法
定
調
書
の
提
出
、
納
税
証
明
書

の
交
付
請
求
な
ど
に
つ
い
て
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
手
続
き

を
行
え
る
も
の
で
す
。
納
税
に
つ

い
て
も
、
全
税
目
に
つ
い
て
、
ペ

イ
ジ
ー
対
応
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

バ
ン
キ
ン
グ
や
Ａ
Ｔ
Ｍ
な
ど
を
利

用
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」

か
ら
直
接
電
子
申
告
が
で
き
、
確

定
申
告
書
な
ど
の
各
種
用
紙
が
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用
し
て
所
得

税
の
確
定
申
告
書
を
提
出
す
る
と
、

次
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま

す
。

◎
平
成
22
年
分
の
所
得
税
の
確
定

申
告
を
本
人
の
電
子
証
明
書
を
付

し
て
、
申
告
期
限
内
に
行
う
と
、

最
高
5
千
円
の
税
額
控
除
が
受
け

ら
れ
ま
す
（
平
成
19
年
分
か
ら
平

成
22
年
分
ま
で
の
間
で
い
ず
れ
か

一
回
）
。

◎
源
泉
徴
収
票
な
ど
は
そ
の
記
載

内
容
を
入
力
し
て
送
信
す
る
こ
と

に
よ
り
、
提
出
ま
た
は
提
示
を
省

略
で
き
ま
す
（
３
年
間
は
、
提
出

ま
た
は
提
示
を
求
め
ら
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
、
保
管
し
て
く

だ
さ
い
）
。

◎
還
付
金
は
早
期
処
理
を
し
て
い

ま
す
（
３
週
間
程
度
に
短
縮
）
。

　

利
用
開
始
の
手
続
き
な
ど
、
詳

し
い
情
報
は
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ｈ 
 h

ttp
://w

w
w

.e
-
ta

x
.n

ta
.

　

g
o
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●
納
税

　

指
定
の
預
貯
金
口
座
か
ら
自
動

的
に
納
税
さ
れ
る
の
で
、
期
限
に

遅
れ
る
心
配
が
な
く
「
安
全
・
便

利
・
確
実
」
で
す
。

　

手
続
き
は
、
「
口
座
振
替
依
頼

書
」
に
所
定
の
事
項
を
記
入
し
、

税
務
署
ま
た
は
指
定
の
金
融
機
関

に
提
出
す
る
だ
け
で
す
。

●
振
替
納
付
日

所
得
税
／
４
月
22
日
金

消
費
税
／
４
月
27
日
水

●
還
付
申
告

　

還
付
申
告
を
す
る
人
は
、
本
人

名
義
の
預
金
口
座
へ
の
振
込
み
に

よ
る
還
付
金
の
受
取
り
が
大
変
便

利
で
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

手
続
き
は
、
申
告
の
際
、
銀
行

な
ど
の
金
融
機
関
名
、
預
金
の
種

類
と
口
座
番
号
を
申
告
書
に
記
入

す
る
だ
け
で
す
。

※
銀
行
な
ど
の
統
廃
合
が
あ
っ
た

場
合
は
、
支
店
名
・
口
座
番
号
な

ど
の
変
更
の
有
無
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
住
所
や
姓
が
変

わ
っ
た
場
合
は
、
金
融
機
関
窓
口

で
変
更
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

期
間　

２
月
10
日
木
～
３
月
９
日

　

水
午
前
９
時
～
11
時
（
相
談

開
始
時
間
は
午
前
９
時
30
分
か

ら
）、
午
後
１
時
～
３
時
（
土
・

日
・
祝
日
は
お
休
み
）

※
混
雑
状
況
に
よ
り
、
午
前
中
に

受
付
し
て
も
相
談
が
午
後
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

対
象　

公
的
年
金
な
ど
の
受
給
者
、

給
与
所
得
者
で
医
療
費
控
除
の

申
告
を
す
る
人
、
給
与
所
得
者

で
平
成
22
年
中
に
退
職
を
し
た

な
ど
年
末
調
整
が
お
済
み
で
な

い
人

※
源
泉
徴
収
税
額
の
無
い
人
に
は
、

還
付
す
る
金
額
は
生
じ
ま
せ
ん
。

※
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
な
ど

右
記
以
外
の
内
容
の
人
は
、
税
務

署
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

場
所　

東
上
パ
ー
ル
ビ
ル
地
下
１

階
（
川
越
駅
西
口
徒
歩
１
分
）

※
東
上
パ
ー
ル
ビ
ル
に
は
駐
車
場

が
あ
り
ま
せ
ん
。

口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

東
上
パ
ー
ル
ビ
ル
（
地
下
１
階
）

で
の
還
付
申
告
受
付

所
得
税
な
ど
の

確
定
申
告
は
お
早
め
に
！

所
得
税
の
確
定
申
告
は

さ
ら
に
使
い
や
す
く
な
っ
た

ｅイ
ー
タ
ッ
ク
ス

‐
Ｔ
ａ
ｘ
で
!!

川越税務署地図

申告のお知らせ

川越税務署からの
お知らせ

問合せ　申告案内コールセンター

　（申告案内窓口）ｔ（235）9411

※自動音声応答に従い「0」番を選択

してください

至ふじみ野市

至川越市街

至川越 JR川越線 至大宮

スーパーマーケット

川越税務署

コンビニエンス
ストア

南古谷駅

至富士見市　　県道川越・新座線

県
道

並
木・川
崎
線

南古谷
駐在所

川越税務署川越税務署南古谷
駅前
南古谷
駅前

N
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国
民
健
康
保
険
税
額
の
算
定
に

は
、
納
税
義
務
者
で
あ
る
世
帯
主

や
そ
の
世
帯
に
属
す
る
国
民
健
康

保
険
の
加
入
者
全
員
の
確
定
申
告

ま
た
は
住
民
税
申
告
が
必
要
で
す
。

そ
の
た
め
、
学
生
や
家
族
の
扶
養

に
入
っ
て
い
る
人
、
お
よ
び
収
入

の
全
く
な
い
人
も
、
申
告
が
毎
年

必
要
に
な
り
ま
す
（
た
だ
し
、
給

与
の
み
の
収
入
で
勤
務
先
か
ら
町

に
給
与
支
払
報
告
書
が
提
出
さ
れ

て
い
る
人
や　

歳
以
下
の
人
は
、

申
告
の
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
）。

　

ま
た
申
告
の
無
い
場
合
は
、
国

民
健
康
保
険
税
額
の
軽
減
措
置
や

高
額
療
養
費
の
保
険
給
付
な
ど
が

受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、
必
ず
申

告
を
し
て
く
だ
さ
い
。
申
告
の
方

法
に
つ
い
て
は
、
こ
の
広
報
の
5

ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

　

一
定
基
準
額
以
下
の
収
入
の
世

帯
に
つ
い
て
は
、
納
税
の
負
担
を

減
ら
す
た
め
に
国
民
健
康
保
険
税

額
の
軽
減
措
置
を
行
っ
て
い
ま
す
。

軽
減
に
該
当
す
る
か
否
か
に
つ

い
て
は
、
世
帯
ご
と
に
加
入
者
お

よ
び
世
帯
主
の
合
計
所
得
額
を
算

定
基
礎
と
し
て
判
定
し
ま
す
の
で
、

申
請
は
不
要
で
す
。

　

国
民
健
康
保
険
税
の
納
付
額
は
、

所
得
税
・
住
民
税
と
も
に
社
会
保

険
料
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

納
付
済
額
に
つ
い
て
の
『
納
付
額

確
認
書
』
は
お
送
り
し
ま
せ
ん
の

で
、
申
告
の
際
に
は
、
お
手
数
で

も
ご
自
身
で
領
収
証
の
領
収
日
と

金
額
を
確
認
の
う
え
、
申
告
し
て

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
納
付
額
の
確
認
に
つ
い

て
は
、
お
電
話
で
の
お
問
合
せ
に

応
じ
る
ほ
か
、
来
庁
い
た
だ
け
れ

ば
確
認
書
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

税
額
の
軽
減
措
置
に
つ
い
て

納
付
額
確
認
書
に
つ
い
て

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
施
行

に
と
も
な
い
、
こ
れ
ま
で
の
普
通

徴
収
（
納
付
書
納
付
お
よ
び
口
座

振
替
に
よ
る
納
付
）
に
加
え
、
特

別
徴
収
（
年
金
か
ら
の
天
引
き
に

よ
る
納
付
）
が
平
成
20
年
度
か
ら

始
ま
り
ま
し
た
。

　

要
件
は
左
記
の
と
お
り
で
、
全

て
の
要
件
を
満
た
す
世
帯
主
が
、

特
別
徴
収
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
に
新
た
に
特
別
徴

収
の
対
象
に
な
る
人
に
は
、
３
月

下
旬
ご
ろ
に
予
定
額
を
通
知
し
ま

す
。
す
で
に
年
金
か
ら
特
別
徴
収

さ
れ
て
い
る
人
は
、
基
本
的
に
は

２
月
の
特
別
徴
収
額
と
同
額
を
、

４
月
・
６
月
・
８
月
の
年
金
か
ら

仮
徴
収
税
額
と
し
て
徴
収
し
ま
す
。

平
成
23
年
度
の
年
税
額
に
つ
い
て

は
、
年
度
当
初
（
６
月
）
の
納
税

通
知
書
で
通
知
し
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
税
は
、
昨
年
中

の
収
入
を
基
に
算
定
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
正
し
い
年
税
額
は
、
所

得
確
定
後
の
６
月
に
通
知
し
ま
す
。

そ
の
税
額
を
年
金
保
険
者
に
通
知

す
る
の
に
、
さ
ら
に
２
か
月
以
上

を
要
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
23
年
度
か
ら

特
別
徴
収
が
開
始
に
な
る
人
に
つ

い
て
は
、
昨
年
度
の
国
民
健
康
保

険
税
額
を
６
等
分
し
た
額
を
便
宜

上
「
仮
徴
収
」
と
し
て
４
月
・
６

月
・
８
月
の
年
金
か
ら
特
別
徴
収

し
、
確
定
し
た
年
税
額
か
ら
仮
徴

収
額
を
差
し
引
い
た
残
り
の
額
を

３
等
分
し
た
額
を
「
本
徴
収
」
と

し
て
、
10
月
・
12
月
・
２
月
の
年

金
か
ら
特
別
徴
収
し
ま
す
。

　

特
別
徴
収
対
象
者
で
も
、
「
国

民
健
康
保
険
税
納
付
方
法
変
更
申

出
書
」
の
提
出
に
よ
っ
て
、
口
座

振
替
で
の
納
付
に
変
更
す
る
こ
と

が
可
能
で
す
。
希
望
さ
れ
る
人
は
、

税
務
課
窓
口
で
手
続
き
し
て
く
だ

さ
い
。

　

特
別
徴
収
と
普
通
徴
収
の
い
ず

れ
の
方
法
で
納
付
し
て
も
、
税
額

に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、

所
得
税
お
よ
び
住
民
税
の
面
で
は
、

世
帯
主
以
外
の
口
座
を
指
定
し
た

場
合
、
口
座
所
有
者
が
社
会
保
険

料
控
除
の
適
用
を
受
け
ら
れ
る
た

め
、
税
額
に
影
響
が
あ
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
年
金
保
険
者
に
通
知
す

る
な
ど
所
定
の
手
続
き
を
経
る
必

要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
申
請
受
付

後
に
、
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
を

実
際
に
停
止
す
る
ま
で
３
か
月
程

度
を
要
し
ま
す
。

必
要
な
物　

印
鑑
、
預
金
通
帳
な

ど
の
口
座
の
わ
か
る
物
、
預
金

口
座
の
届
出
印

※
以
前
に
国
民
健
康
保
険
税
に
つ

い
て
、
口
座
振
替
申
込
み
依
頼
の

手
続
き
を
済
ま
せ
て
い
る
人
は
、

印
鑑
だ
け
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

申
告
に
つ
い
て
／
役
場

税
務
課
町
民
税
課
税
係
ｔ
内
線

１
９
５
・
１
９
６
、
納
付
額
に
つ

い
て
／
役
場
税
務
課
納
税
係
ｔ

内
線
１
９
３
・
１
９
４　

●特別徴収の要件●
・世帯主本人が国民健康保険加入者。
・加入者全員が65歳以上75歳未満の世帯。
・世帯主が公的年金を年額18万円以上受給し

ている。
・世帯主の介護保険料が年金から特別徴収さ

れている。
・介護保険料と国民健康保険税の合計額が、

世帯主の年金受給額の2分の1を超えていな
い。

仮
徴
収
と
本
徴
収

平
成
22
年
中
の
収
入
の
申
告
を
お
願
い
し
ま
す

国
民
健
康
保
険
に
加
入
の

皆
さ
ん
へ

国
民
健
康
保
険
税
の
特
別
徴
収
（
年
金
天
引
き
）
に
つ
い
て
ご
理
解
く
だ
さ
い

納
付
方
法
が
変
更
で
き
ま
す

国保マスコット健康まもるくん

所得税の確定申告、

　  住民税申告について

期間　２月16日（水）

　　　～3月15日（火）

時間　午前９時～11時

　　　午後１時～４時

場所　役場２階会議室
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文
法
や
視
写
、
漢
字
の
学
習
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
取
組
に
よ
り
、
『
教
育

に
関
す
る
３
つ
の
達
成
目
標
』
の

学
力
に
関
し
て
の
達
成
率
は
、
次

の
グ
ラ
フ
の
よ
う
に
県
の
平
均
を

上
回
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

学
力
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
基

盤
に
な
る
の
が
、
学
習
や
生
活
の

規
律
を
確
立
す
る
こ
と
だ
と
考
え

ま
す
。

　

本
校
で
は
、
登
校
し
て
正
門
に

入
る
と
き
に
先
生
と
元
気
な
あ
い

さ
つ
を
し
て
か
ら
一
日
が
始
ま
り

ま
す
。

　

泉
野
小
は
、
子
ど
も
た
ち
も
先

生
も
や
る
気
い
っ
ぱ
い
・
や
さ
し

さ
い
っ
ぱ
い
・
元
気
い
っ
ぱ
い
の

学
校
で
す
。
今
年
度
こ
れ
ま
で
に

取
り
組
ん
だ
本
校
の
活
動
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。

　

本
校
で
は
今
年
度
よ
り
算
数
の

授
業
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

基
礎
学
力
に
裏
打
ち
さ
れ
た
力
を

高
め
る
こ
と
を
目
標
に
実
践
を
重

ね
ま
し
た
。

　

課
題
に
対
し
、
自
力
解
決
で
き

る
よ
う
に
授
業
の
流
れ
を
児
童
に

示
し
、
多
様
な
考
え
方
で
問
題
を

解
き
、
よ
り
よ
い
考
え
を
導
く
よ

う
に
工
夫
し
ま
し
た
。
考
え
方
を

発
表
す
る
と
き
は
、
昨
年
度
ま
で

の
国
語
の
研
究
で
培

つ
ち
か

っ
た
力
を
生

か
せ
る
よ
う
に
し
、
ペ
ア
や
グ
ル
ー

プ
で
の
発
表
を
取
り
入
れ
、
多
く

の
児
童
が
発
表
す
る
機
会
を
持
て

る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ノ
ー

ト
の
使
い
方
も
研
究
の
一
貫
と
し
、

授
業
の
内
容
を
分
か
り
や
す
く
ま

と
め
ら
れ
る
よ
う
に
指
導
し
ま
し

た
。

　

朝
の
「
実
力
ア
ッ
プ
」
の
時
間

に
は
基
礎
的
な
力
を
確
実
に
す
る

た
め
の
学
習
を
続
け
て
い
ま
す
。

算
数
で
は
ド
リ
ル
や
プ
リ
ン
ト
で

の
計
算
を
中
心
に
し
、
国
語
で
は
、

　

授
業
の
始
め
と
終
わ
り
も
「
お

願
い
し
ま
す
」
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
」
の
あ
い
さ
つ
を
し
っ

か
り
と
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
朝

会
で
は
、
体
育
館
や
校
庭
に
、
5

分
前
に
は
集
合
し
、
と
て
も
静
か

に
始
ま
る
の
を
待
つ
こ
と
が
で
き

て
い
ま
す
。

 　

各
学
年
で
体
験
活
動
に
取
り
組

み
、
心
豊
か
で
思
い
や
り
の
あ
る

児
童
の
育
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
4
、
5
、
6
年
生
の
活
動

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

4
年
生
は
視
覚
障
害
の
あ
る
方

に
来
て
い
た
だ
い
て
、
ア
イ
マ
ス

ク
体
験
を
し
た
り
、
車
い
す
体
験

を
し
た
り
し
ま
し
た
。

　

5
年
生
は
稲
作
づ
く
り
で
餅
米
を

育
て
て
い
ま
す
。
こ
の
活
動
は
、
始

ま
っ
て
か
ら
23
年
目
に
な
る
の
で
、

本
校
の
伝
統
と
な
っ
て
い
ま
す
。
主

に
田
植
え
と
稲
刈
り
が
中
心
で
す

が
、
で
き
た
も
ち
米
で
、
お
も
ち
つ

き
や
赤
飯
作
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

6
年
生
は
、
「
響

ひ
び
き

」
の
皆
さ
ん
の

ご
指
導
の
も
と
、
和
太
鼓
の
演
奏
に

挑
戦
し
て
い
ま
す
。
こ
の
活
動
も
今

年
で
四
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
町
の

音
楽
祭
や
校
内
の
音
楽
朝
会
で
素
晴

ら
し
い
演
奏
を
披
露
し
ま
し
た
。

規
律
あ
る
態
度
の
育
成

学
力
の
向
上

特
色
の
あ
る
活
動

朝会の整列風景車いす体験

稲刈り体験和太鼓の演奏

9 8広報もろやま  1月20日号広報もろやま  1月20日号

泉野小学校

豊かな心のふれあう学校
やる
気い
っぱい・

やさしさいっぱい・元気いっぱい

３つの達成目標（計算）３つの達成目標（読む・書く）

Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21

96.6
93.692.6

95.4

90.6

94.292.794.4

91.1
93.3

86.4

90.8

泉野小 県平均泉野小 県平均

％％
100

95

90

85

80

75

70

100

95

90

85

80

75

70



日　時　2月12日（土）
　　　　午後2時～3時
定　員　先着50人
内　容　「ボルト」
　　ドラマのなかでさら
　われてしまったペニー
　を助けようと冒険の旅
　に出るボルトのお話。

日　時　2月26日（土）
　午後2時～2時30分
内　容　おはなし、絵本
　の読み聞かせ、紙芝居
　など
対　象　1歳児から小学生
　まで。小さなお子さん
　は、保護者同伴でご参
　加ください。

9 8広報もろやま  1月20日号広報もろやま  1月20日号

児童館へ行こう
℡(295)4111

ぼくらのキャンパス
344　泉野小学校

■おはなし会■子ども映画会

■遊びにおいでよ！   ぴょんぴょん広場

2月の休館日

■本の紹介

図書館へ行こう
℡(295)1015貸出点数（貸出期限）

　図書・雑誌・紙芝居など／1人10点まで（3週間）
　ビデオ・ＣＤ・ＤＶＤ・カセット／１人5点まで（2週間）

毎週月曜日
2月の休館日

日　時　2月2日（水）、9日（水）、16日（水）、
　　　　23日（水）　
　　　　午前10時30分～11時30分
対　象　2歳前後の子とその保護者
内　容　体操・工作など（申込み不要）
持ち物　親子とも上履き

 毎週日・月曜日、11日（祝）

　　　 来から日本で親しまれ

てきた「ゆず」に、今また注目

が集まっています。本書は、ゆずの有効成分から健

康効果を解説。おいしくてヘルシーなゆず茶やゆず

料理のレシピを紹介しています。ゆずのすばらしさ

を再発見できる１冊です。」

「古

『ゆずが効く!』

平
ひらやなぎ

柳　要
かなめ

／著
主婦と生活社／出版　

5年　秋田　美
みゆう

結さん 「イルミネーション」

「切れそうなつなひき」

3年　丸山　冴
さ り い

梨衣さん

6年　岡
おかじま

嶋　夏
なつめ

芽さん

「キラキラ
　　　クリスマス」

「年金について」
日　時　2月20日（日）午後2時～午後4時
講　師　社会保険労務士　山崎　哲也　さん
場　所　図書館２階視聴覚室
定　員　先着80人
その他　質疑応答の時間を設けます。
申込み　2月2日（水）午前10時から受付
　　　　※電話可　℡295-1015

　～年金のポイント・手続き等～　　　　

■講座

　　　 元前4千年の森。巨大

なクマの姿をした悪霊に父を

殺された少年トラクは、父との誓いを果たすため、

<精霊の山>を探す旅に出ます。少女レン、子オオ

カミの「ウルフ」と力を合わせて魔導師「魂食ら

い」たちと戦い、知恵と勇気で生き抜いてゆきま

す。トラクの出生の謎とは？　壮大なスケールの

ファンタジーです。」

「紀

『クロニクル千古の闇』
１～６
ミシェル・ペイヴァー／著
さくまゆみこ／訳
文研出版／出版　
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わだいの　　 選特
wadai-no tokusen　CAMERA　REPORT

第24回『ゆず祭り』
里 山に広がるゆずの香り

『中央公民館まつり』
学 習の成果を発表

　12月4日、5日に『中央公民館まつり』が開催さ

れました。このまつりは、中央公民館を利用する各

サークルの一年間の発表の場です。館内には、各

サークルの作品が展示され、訪れた人も足を止め、

作品に見入っていました。

　また、舞台発表のほか、茶道や絵手紙などの様ざ

まな体験教室も開かれ、訪れた人たちは、思い思い

の部屋をのぞいては、楽しんでいました。

　12月11日、12日に

滝ノ入集会所において

『第24回ゆず祭り』が

行われました。集会所に

は朝早くから大勢の人が

詰めかけ、化粧箱に入っ

た贈答用のゆずなどが

飛ぶように売れていまし

た。会場では、ゆずだけ

でなく、ゆずみそ、ゆず

ジャムなどの地元の加工

品や手作りこんにゃくの

販売も行われました。

　また、11日には、

ＴＢＳラジオによる生

放送でゆず祭りが紹介

され、放送を聴いて訪

れたという人もいまし

た。

武藤祐太選手表敬訪問
プ ロの選手へ新たな誓い�

『彩の国21世紀郷土かるた
　　　第26回毛呂山町大会』集 中力を高めて真剣勝負�

　12月19日、総合公園体育館において『彩の国21

世紀郷土かるた第26回毛呂山町大会』が開催されま

した。大会は団体戦（高学年・低学年）と個人戦（高

学年・低学年）に分かれ、各地区の代表が優勝を目指

して競いました。

　なお、結果は以下のとおりです。団体戦および個人

戦の高学年は3月に行われる県大会に出場します。

　1月4日、昨年10月28日に行われたプロ野球ドラフ

ト会議において、中日ドラゴンズから指名され、入団

をした武藤祐太選手が町長を表敬訪問しました。

　武藤選手は、昨年の本紙のインタビューに「プロ野

球選手になることが夢」と話してくれました。夢を実

現させ、その続きへと歩みだした武藤選手は、真新し

いユニフォーム姿でドラフト会議で指名された時の心

境や今後の抱負などを力強く語ってくれました。

団体戦
高学年 第一団地子ども会育成会 B

低学年 第一団地子ども会育成会 D

個人戦
高学年 目白台子供会 A

低学年 平山青少年育成会 D
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始まっています　地域内交流！

「
日
生
団
地
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」

子
ど
も
会
と
の
連
携
で
地
域
内
の
活
性
化
を
図
る
�

やぶさめサミット余話②

～流
や ぶ さ め

鏑馬と占い～

文化財シリーズ213

　

「
日
生
団
地
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」
は
、

子
ど
も
会
と
の
連
携
を
活
発
に
行
っ
て
い

る
い
き
い
き
サ
ロ
ン
の
ひ
と
つ
と
い
え

る
。
そ
れ
は
今
年
度
に
実
施
し
た
行
事
に

も
顕
著
に
現
れ
て
い
る
。

　

今
年
度
行
っ
た
大
き
な
行
事
の
一
つ
に

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
が
あ
る
。
子
ど
も
た
ち
が
仮

装
を
し
て
、
各
家
庭
に
お
菓
子
を
も
ら
い

に
訪
れ
る
。
「
子
ど
も
が
遊
び
に
来
る
だ

け
で
も
、
元
気
を
も
ら
え
る
と
思
う
ん
で

す
」
と
語
る
の
は
区
長
の
矢や

は

た幡
さ
ん
。
「
日

生
団
地
は
子
ど
も
会
と
自
治
会
が
連
携
し

て
地
域
内
の
行
事
を
行
う
よ
う
に
し
て
い

る
ん
で
す
」
と
語
る
。
ま
た
、
芋
煮
会
と

も
ち
つ
き
大
会
と
を
一
緒
に
行
っ
た
行
事

に
は
、
お
よ
そ
１
１
０
人
も
の
参
加
者
が

あ
っ
た
。
「
う
ち
の
地
区
は
、
行
事
の
た

び
に
地
域
内
の
人
が
自
分
で
育
て
た
野
菜

を
持
ち
寄
っ
て
く
れ
る
の
で
、
と
て
も
助

か
っ
て

い
る
ん

で
す
。

ま
た
、

結
婚
な

ど
で
地

区
か
ら

出
て
し

ま
っ
た

人
が
子

ど
も
を
連
れ
て
里
帰
り
し
て
く
れ
た
よ
う

で
、
予
定
し
て
い
た
人
数
よ
り
30
人
も
増

え
て
し
ま
い
、
嬉
し
い
誤
算
で
し
た
」
と

矢
幡
区
長
は
、
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
た
。

　

今
年
度
、
日
生
団
地
で
は
、
地
区
内
で

行
う
行
事
の
ほ
か
に
集
会
所
の
清
掃
に
力

を
入
れ
た
。
こ
れ
ま
で
集
会
所
の
清
掃
が

あ
ま
り
さ
れ
て
い
な
く
汚
れ
て
い
た
た
め

で
あ
っ
た
。
「
地
域
内
を
明
る
く
す
る
た

め
に
は
、
ま
ず
は
皆
が
集
ま
る
場
所
を
き

れ
い
に
す
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
と
思
っ

た
の
で
す
」
と
矢
幡
区
長
は
語
る
。
自
治

会
総
出
で
集
会
所
の
周
り
の
清
掃
か
ら
集

会
所
の
壁
の
塗
り
替
え
、
雨
ど
い
の
付
け

替
え
な
ど
全
て
自
分
た
ち
で
行
っ
た
。
そ

の
結
果
、
集
会
所
を
使
用
す
る
人
た
ち
も

増
え
、
集
会
所
の
庭
で
遊
ぶ
子
ど
も
も
増

え
た
と
い
う
。
人
を
集
め
る
の
で
は
な
く
、

集
ま
る
場
所
を
提
供
す
る
こ
と
で
成
功
し

た
例
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。

　

「
日
生
団
地
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」
の
今

後
の
課
題
は
、
も
っ
と
高
齢
者
の
出
席
率

を
上
げ
る
こ
と
だ
と
い
う
。
「
地
区
内
に

は
ま
だ
、
い
き
い
き
サ
ロ
ン
に
参
加
を
し

て
い
な
い
人
が
多
く
い
ま
す
。
こ
う
い
っ

た
人
が
ひ
と
り
で
も
多
く
遊
び
に
来
て
く

れ
る
よ
う
に
、
子
ど
も
会
や
民
生
委
員
と

も
協
力
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
」
と
矢
幡
区
長
は
語
っ
て
く
れ
た
。

今年のハロウィンの様子

　

昨
年
行
わ
れ
た
や
ぶ
さ
め
サ
ミ
ッ
ト
で

は
、
毛
呂
山
町
の
出
雲
伊い

わ

い
波
比
神
社
の

流や
ぶ
さ
め

鏑
馬
を
含
め
て
９
団
体
が
参
加
し
ま
し

た
。
映
像
に
よ
る
各
地
の
流
鏑
馬
の
紹
介

も
あ
り
、ま
た
、同
時
に
開
催
さ
れ
た
『
や

ぶ
さ
め
交
流
展
』
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
衣

装
、
特
徴
的
な
笠
、
烏え

ぼ

し
帽
子
な
ど
も
展
示

さ
れ
、
一
口
で
流
鏑
馬
と
い
っ
て
も
多
種

多
様
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

地
域
の
人
び
と
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
流

鏑
馬
に
は
、
騎
射
儀
礼
に
民
俗
行
事
的
な

意
味
合
い
を
持
つ
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

今
回
サ
ミ
ッ
ト
に
参
加
し
た
地
域
で
も

流
鏑
馬
に
よ
っ
て
豊
凶
、
吉
凶
を
占
う
も

の
が
あ
り
ま
し
た
。

　

千
葉
県
鴨
川
市
の
吉き

っ
ぽ保
八
幡
神
社
の
流

鏑
馬
で
は
、
馬
場
か
ら
15
メ
ー
ト
ル
以
上

離
れ
た
田
の
中
に
的
を
立
て
、
１
か
ら

３
の
的
の
的
中
の
具
合
に
よ
っ
て
早わ

せ稲
、

中な
か
て稲

、
晩お

く
て稲

を
占
う
も
の
で
す
。
栃
木
県

小
山
市
の
篠し

の
つ
か塚
稲
荷
神
社
の
流
鏑
馬
も
同

様
に
農
耕
儀
礼
と
結
び
つ
き
、
流
鏑
馬
で

適て
き
し
ゅ種
を
占
う
も
の
で
し
た
。

　

一
方
、
山
梨
県
富
士
吉
田
市
の
小お

む
ろ室

浅せ
ん

間げ
ん

神
社
で
は
、
射し

ゃ
て
き的
で
は
な
く
流
鏑
馬
に

よ
っ
て
馬
場
に
残
さ
れ
た
馬
の
足
あ
と
で

火
難
を
占
う
も
の
で
す
。
馬
が
走
る
た
び

に
世
襲
の
占う

ら
び
と人

が
馬
場
の
足
あ
と
を
吟
味

し
、
占
い
の
結
果
を
記
し
た
占
表
を
後

日
、
氏
子
の
集
ま
る
お
日
待
ち
で
発
表
し

ま
す
。

　

か
つ
て
養
蚕
地
帯
で
あ
っ
た
毛
呂
山
町

の
出
雲
伊
波
比
神
社
の
流
鏑
馬
で
も
的
に

当
た
る
と
蚕
も
当
た
る
と
い
わ
れ
、
人
び

と
は
、
当
た
り
矢
を
競
っ
て
拾
っ
た
と
い

い
ま
す
。

　

時
代
と
と
も
に
各
地
の
流
鏑
馬
を
と
り

ま
く
環
境
も
様
変
わ
り
し
て
い
ま
す
が
、

占
い
行
事
を
行
い
、
今
な
お
農
耕
儀
礼

と
し
て
の

一
面
を
残

し
、
あ
る

い
は
語
り

継
が
れ
な

が
ら
伝
統

行
事
は
守

ら
れ
て
い

ま
す
。

鴨川市吉保八幡神社　流鏑馬の的

馬
の
足
あ
と
で
占
う
流
鏑
馬

守
ら
れ
る
流
鏑
馬
の
伝
統

的
中
の
具
合
で
占
う
流
鏑
馬
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■中央公民館 ｔ (294)1250

■東公民館 ｔ (295)2277

■歴史民俗資料館 ｔ (295)8282

 ｆ (295)8297

■総合公園体育館 ｔ (294)7179

■福祉会館(社会福祉協議会) ｔ (295)3111

 ｆ (295)7258

■保健センター ｔ (294)5511

休日納税窓口　2月27日（日）

　　　　　　　午前９時～午後３時

夜間納税窓口　2月28日(月)午後８時まで

場・問　税務課納税係ｔ内線193・194

毎月末の日曜日は
納税・納入窓口を開設しています

日･････日　時　　場･････場　所

定･････定　員　　対･････対象者

料･････料金・費用

申･････申込み　　問･････問合せ先

ｔ･････電話番号

ｆ･････ファクス番号

ｅ･････電子メールアドレス

ｈ･････ホームページアドレス

公共施設電話案内

毛呂山町役場
　ｔ（２９５）２１１２
　ｆ（２９５）０７７１

休日納入窓口　2月27日（日）

　　　　　　　午前９時～午後３時

内容　保険料の納入、口座振替の申込み（通

帳と銀行届出印が必要）、納入相談

場・問　高齢者支援課保険料係

　ｔ内線１５８・１５９

税金

・後期高齢者医療保険料
 介護保険料

広報もろやま  1月20日号

　

か
つ
て
国
民
年
金
の
任
意
加
入

の
対
象
者
で
あ
っ
た
と
き
に
、
国

民
年
金
に
加
入
し
て
い
な
か
っ
た

こ
と
に
よ
り
、
障
害
基
礎
年
金
な

ど
を
受
給
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

人
を
対
象
と
し
た
制
度
で
す
。
支

給
対
象
と
な
る
人
は
、
手
続
き
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

対
象
と
な
る
人

●
平
成
３
年
３
月
以
前
に
任
意
加

入
対
象
で
あ
っ
た
学
生

●
昭
和
61
年
３
月
以
前
に
任
意
加

入
の
対
象
で
あ
っ
た
被
用
者
（
厚

生
年
金
・
共
済
組
合
な
ど
の
加
入

者
）
の
配
偶
者　

　

い
ず
れ
も
国
民
年
金
に
任
意
加

入
し
て
い
な
か
っ
た
期
間
内
に
初

診
日
（
※
）
が
あ
り
、
現
在
、
障

害
基
礎
年
金
１
級
、
２
級
相
当
の

障
害
に
該
当
す
る
人
が
対
象
と
な

り
ま
す
。

※
初
診
日
と
は
、
障
害
の
原
因
と

な
っ
た
病
気
や
け
が
に
つ
い
て
、

初
め
て
医
師
の
診
療
を
受
け
た
日

の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

問　

役
場
住
民
課
国
保
年
金
係
ｔ

　

内
線
１
２
７
・
１
２
８

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
人
で
、
厚
生
年
金
や
共
済
年
金

を
受
け
て
い
る
65
歳
未
満
の
人
と

そ
の
扶
養
家
族
は
、
退
職
者
医
療

制
度
に
該
当
し
ま
す
。
退
職
者
医

療
制
度
は
、
本
人
の
自
己
負
担
と

国
民
健
康
保
険
税
の
ほ
か
、
社
会

保
険
な
ど
か
ら
の
拠
出
金
が
財
源

と
な
っ
て
お
り
、
制
度
に
該
当
し

て
い
て
も
届
出
が
な
い
と
、
拠
出

金
で
負
担
す
る
べ
き
医
療
費
を
国

民
健
康
保
険
で
負
担
す
る
こ
と
に

な
り
、
今
後
の
国
民
健
康
保
険
税

の
税
額
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に

な
り
ま
す
の
で
、
該
当
す
る
人
は

届
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

対
象
に
な
る
人

１　

退
職
者
医
療
制
度
対
象
者

　

厚
生
年
金
や
各
種
共
済
組
合
な

ど
の
老
齢
（
退
職
）
年
金
を
受
け

て
い
て
、
そ
の
加
入
期
間
が
20
年

以
上
（
ま
た
は
40
歳
以
降
に
10
年

以
上
）
あ
る
国
民
健
康
保
険
に
加

入
し
て
い
る
65
歳
未
満
の
人

２　

退
職
者
医
療
制
度
対
象
者
の

　

被
扶
養
者

　

退
職
被
保
険
者
本
人
と
同
一
の

世
帯
で
、
主
に
退
職
被
保
険
者
本

人
に
よ
り
生
計
を
維
持
し
て
い
る

65
歳
未
満
の
配
偶
者
お
よ
び
三
親

等
内
の
親
族
（
た
だ
し
、
年
間
収

入
が
一
定
基
準
額
を
超
え
る
人
は

被
扶
養
者
に
該
当
し
ま
せ
ん
）

届
出
の
方
法

　

保
険
証
・
年
金
証
書
・
印
鑑
を

持
参
の
う
え
、
役
場
住
民
課
国
保

年
金
係
の
窓
口
へ
届
け
出
て
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
該
当
す
る
人
に
は
、
役

場
か
ら
通
知
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

問　

役
場
住
民
課
国
保
年
金
係
ｔ

　

内
線
１
２
７
・
１
２
８　
　
　

　

町
で
は
家
庭
の
事
情
（
経
済
的

理
由
な
ど
）
に
応
じ
て
、
小
・
中

学
生
の
給
食
費
、
学
用
品
費
、
修

学
旅
行
費
、
校
外
活
動
費
な
ど
の

援
助
を
し
て
い
ま
す
。

対　

平
成
22
年
度
ま
た
は
平
成
23

年
度
に
、
次
の
い
ず
れ
か
の
決

特
別
障
害
給
付
金
制
度
に
つ
い
て

退
職
者
医
療
制
度
に
つ
い
て

就
学
援
助
制
度
に
つ
い
て

information

インフォメーション
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　町では、役場庁舎１階に交通安全啓発の為、展示してある

自動二輪車（ハーレーダビットソン）を売却します。購入を

希望される場合は、下記の記載事項により申込みをお願いし

ます。

売却申込期間　　１月２４日（月）～２月１４日（月）

最低売却価格　　５００，０００円

申込場所　　　　毛呂山町役場管財課　（庁舎５階）

入札日　　　　　２月２１日（月）　午前１０時３０分

入札場所　　　　毛呂山町役場　　５０１会議室

その他（注意事項）
　・展示車両については、現状渡しですので、車両を確認の

　　うえ申し込みください。

　・車検無しです。検査を受ける場合は、国土交通省の車検

　　適合基準などを遵守してください。

　・エンジンなどを始動する場合は、調整が必要と思われま

　　す。

　・落札者については、現金での納付となります。

　・エンジンは、人気のキャブ仕様です。

不
問
）
を
募
集
し
ま
す
。
子
ど
も

た
ち
と
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご

し
て
み
ま
せ
ん
か
。
ご
協
力
い
た

だ
け
る
人
は
、
２
月
10
日
木
ま
で

に
中
央
公
民
館
へ
ご
連
絡
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

問　

中
央
公
民
館
ｔ
２
９
４―

１

　

２
５
０

　

総
務
省
で
は
、
経
済
的
な
理
由

で
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
ま
だ
視

聴
で
き
な
い
低
所
得
世
帯
に
対
し

自動二輪車を売却します
申・問　役場管財課財産管理係ｔ（295）2112 内線 542

・売却車両名　ハーレーダビットソン（アメリカ）

　　　　　　　ＦＬＨＴＣ

　　　　　　　エレクトラ

　　　　　　　グライド・

　　　　　　　クラシック

・型式　　　　ＤＪＬ

・総排気量　　１３３０㏄

・初年度検査　昭和６３年

定
を
受
け
た
人
で
、
教
育
委

員
会
が
認
め
た
人
。
①
生
活
保

護
が
停
止
、
あ
る
い
は
廃
止
に

な
っ
た
人
、
②
児
童
扶
養
手
当

の
支
給
を
受
け
て
い
る
人
、
③

町
民
税
が
減
免
あ
る
い
は
非
課

税
に
な
っ
た
人
、
④
国
民
年
金

保
険
料
ま
た
は
国
民
健
康
保
険

税
が
減
免
さ
れ
た
人
、
⑤
こ
の

ほ
か
、
事
情
に
よ
り
収
入
が
少

な
く
経
済
的
に
困
っ
て
い
る
人

で
、
教
育
委
員
会
が
認
め
た
人

申
請
期
間　

随
時
受
付
。
た
だ
し

年
度
当
初
か
ら
の
認
定
に
つ
い

て
は
3
月
11
日
金
ま
で
。

申
・
問　

学
校
教
育
課
に
あ
る
申

請
書
に
収
入
を
証
明
で
き
る
書

類
（
お
よ
び
②
～
④
に
つ
い
て

は
証
明
す
る
書
類
の
写
し
）
を

添
付
し
て
、
教
育
委
員
会
学
校

教
育
課
学
務
係
ｔ
内
線
５
３
１

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　　

中
央
公
民
館
で
は
、
昔
の
遊
び

の
体
験
と
、
お
年
寄
り
と
子
供
た

ち
の
交
流
事
業
と
し
て
「
ふ
れ
あ

い
中
央
公
民
館
」
を
、
３
月
５
日

土
に
実
施
し
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
コ
マ
回
し
や
お
手
玉
、

折
り
紙
、
竹
馬
な
ど
の
昔
の
遊
び

を
教
え
て
く
れ
る
人
（
年
齢
な
ど

て
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応
の

簡
易
な
チ
ュ
ー
ナ
ー
（
１
台
）
の

無
償
給
付
な
ど
の
支
援
を
し
て
い

ま
す
。
対
象
と
な
る
の
は
次
の
世

帯
で
す
。

(1)
生
活
保
護
世
帯
な
ど
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ

放
送
受
信
料
が
全
額
免
除
の
世
帯

(2)
市
町
村
民
税
が
非
課
税
の
世
帯

※
支
援
の
内
容
、
申
込
み
方
法
な

ど
は
、
地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
支
援

セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ

さ
い
。

問　

放
送
受
信
料
全
額
免
除
世
帯

　

へ
の
支
援
ｔ
０
５
７
０―

０
３

　

３
８
４
０
、
市
町
村
民
税
非
課

　

税
世
帯
へ
の
支
援
ｔ
０
５
７
０

　

―

０
２
３
７
２
４

　

埼
玉
県
最
低
賃
金
が
10
月
16
日

か
ら
時
間
額
７
５
０
円
に
改
定
さ

れ
ま
し
た
（
６
つ
の
特
定
（
産
業

別
）
最
低
賃
金
を
除
く
）
。

問
埼
玉
労
働
局
賃
金
室
ｔ
０
４
８

　

―

６
０
０―

６
２
０
５
ま
た
は

　

川
越
労
働
基
準
監
督
署
ｔ
２
４

　

２―

０
８
９
２
へ

地
デ
ジ
放
送
視
聴
の
た
め
の
低

所
得
世
帯
へ
の
支
援
に
つ
い
て

埼
玉
県
最
低
賃
金
が
改
定

さ
れ
ま
し
た

『
昔
の
遊
び
』
を
教
え
て
く
れ
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す

毛呂山町役場　ｔ（295）2112・ｆ（295）0771
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～
正
午
（
午
前
10
時
開
場
予
定
）

場　

東
公
民
館
学
習
ホ
ー
ル
め
じ

　

ろ
料　

無
料

問　

あ
い
あ
い
園
ｔ
２
９
５―

１

　

２
５
６
松
川

日　

２
月
18
日
金
午
後
１
時
～
４

　

時
場　

大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル

　

４
階
市
民
ホ
ー
ル

対　

平
成
23
年
３
月
大
学
・
短
大
・

専
門
学
校
な
ど
の
卒
業
予
定
者

　

（
１
～
３
年
以
内
の
既
卒
者
も

参
加
可
）

持
ち
物　

履
歴
書

参
加
企
業　

20
社
（
見
込
み
）

※
申
込
み
不
要
。
入
退
場
自
由
。

問　

県
雇
用
対
策
協
議
会
ｔ
０
４

　

８―

６
４
７―

４
１
８
５
、
ｈ

h
ttp

:/
/
w

w
w

.k
o
ta

ik
yo

u
-

s
a
ita

m
a
.n

e
.jp

日　

１
月
21
日
金
正
午
～
５
時
、

１
月
22
日
土
午
前
10
時
～
午
後

３
時
45
分

場　

浦
和
コ
ル
ソ
７
階
コ
ル
ソ
ホ

　

ー
ル

内
容　

特
別
支
援
学
校
生
が
作
業

学
習
や
専
門
学
科
で
作
成
し
た

　

初
心
者
で
も
気
軽
に
楽
し
め
る

ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

日　

３
月
６
日
日
午
前
９
時
～
午

後
３
時
終
了
予
定
（
受
付
は
午

前
８
時
30
分
か
ら
）

　

※
小
雨
決
行

場　

大
類
グ
ラ
ウ
ン
ドン
ド
広
）

対一

一
般
（
小
学
５
年
生
以
上
）

持
ち
物　

昼
食
、
飲
み
物

申
・
問　

２
月
14
日
月
ま
で
に
生

　

涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
ｔ

　

内
線
５
２
３
、
ｆ
２
９
５―

３

　

９
３
９
に
申
込
み

※
３
人
１
組
ま
た
は
個
人
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
試
合
は
チ
ー

ム
戦
（
各
３
人
）
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
個
人
で
申
し
込
ま
れ
た
人

は
、
個
人
申
込
者
同
士
で
チ
ー
ム

を
作
り
ま
す
。　

日　

２
月
か
ら
10
月
ま
で
の
毎
月

　

第
２
日
曜
日
午
前
９
時
～
正
午

　

（
全
９
回
）

場　

中
央
公
民
館

内
容　

盆ぼ
ん
よ
う養

・
盆
栽
を
中
心
に
し

　

た
菊
づ
く
り
の
講
習

※
申
込
み
不
要
。
２
月
13
日
日
に

直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
ｔ

　

内
線
５
２
２

　

毛
呂
山
町
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、
法
人
化
20
周
年
を
記
念
し
、

福
祉
の
祭
典
（
毛
呂
山
町
社
会
福

祉
大
会
）
を
開
催
し
ま
す
。

日　

２
月
５
日
土
午
後
1
時
30
分

　

～
3
時
30
分
（
午
後
１
時
開
場
）

場　

福
祉
会
館
ホ
ー
ル

内
容　

第
一
部　

表
彰
式

　

第
二
部　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

　

（
三み

よ

し善
英え

い

じ史
歌
謡
シ
ョ
ー
、
武

　

蔵
越
生
高
校
和
太
鼓
部
「
青

　

龍
」
に
よ
る
演
奏
）

料　

無
料

問　

社
会
福
祉
協
議
会
ｔ
２
９
５

　

―

３
１
１
１

　　

〜
笑
顔
に
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
!
〜

　

お
な
じ
み
の
楽
器
演
奏
の
ほ
か
、

歌
あ
り
、
踊
り
あ
り
、
ビ
デ
オ
の

活
動
紹
介
あ
り
と
、
明
る
く
楽
し

い
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。
ぜ
ひ
、
皆

さ
ん
お
越
し
く
だ
さ
い
。
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

日　

２
月
19
日
土
午
前
10
時
30
分

第８回東公民館　ふれあい文化祭
問　東公民館　ｔ（295）2277

　東公民館の定期利用団体などが、一年間の学習成果

を発表します。この文化祭は、定期利用団体の皆さ

んが企画・運営する、心のこもった文化祭です。ぜひ、

ご覧ください。

問　彩の国さいたま人づくり広域連合
　　ｔ 048（664）6681、ｆ 048（664）6667

埼玉県市町村職員採用情報フォーラム

日　時　２月２６日㈯ 午前9時30分～午後4時

　　　　　　２７日㈰ 午前9時30分～午後3時30分

場　所　東公民館

内　容
　【作品展示】絵画、書道、工芸、写真、パソコン、ビデオ

など

　【舞台部門】楽器演奏、舞踊、民謡、太極拳、カラオケ、

ダンス、ヒップホップなど

　【体験教室】社交ダンス、茶道、書道、パソコン、指圧、

囲碁

　【模 擬 店】焼きそば、とん汁、だんごなど

　【出 　 店】喫茶「ゆず」、リプラもったいない工房

 ～埼玉県内市町村職員を目指してみませんか？～
　埼玉県内市町村職員の魅力を紹介するフォーラム

を開催します。公務員を目指している人、市町村職

員に関心のある人などの参加をお待ちしています。

日　時　２月１４日（月）

　　　　午後１時３０分～４時まで（午後１時開場）

内　容　基調講演、市町村職員（事務系）による経

　　　　験談などを交えたパネルディスカッション

場　所　埼玉会館大ホール

定　員　1,000 人

申込み　２月３日（木）から９日（水）までに、広

　　　　域連合 ホームページからお申し込みくだ

　　　　さい（先着順）。

H ｈ http://www.hitozukuri.or.jp/navi/event/

　s-forum.phpPH

参
加

ご

を

ペ
タ
ン
ク
大
会

毛
呂
山
菊
花
会

『
菊
づ
く
り
講
習
会
』

福
祉
の
祭
典

あ
い
あ
い
園
・
第
２
あ
い
あ
い
園

『
第
8
回
わ
く
わ
く
コ
ン
サ
ー
ト
』

求
人
企
業
合
同
面
接
会

『
第
10
回
特
別
支
援
学
校
職
業

教
育
フ
ェ
ア
』
の
お
知
ら
せ

インフォメーション
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川
越
地
区
租
税
教
育
推
進
協
議
会
と
関
東
信
越
国
税
局
主
催
の
「
高
校
生
の
税
に
関
す
る
作
文
」
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
次
の
と

お
り
毛
呂
山
町
の
生
徒
の
作
品
が
入
選
し
ま
し
た
。

埼
玉
県
租
税
教
育
推
進
協
議
会
長
賞　
　
　
　

「
感
謝
税
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
安　

麗れ

な奈
さ
ん

税
務
署
長
賞
佳
作　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
税
金
の
大
切
さ
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上　

佑ゆ
う

奈な

さ
ん

飯
能
県
税
事
務
所
長
賞　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
税
の
大
切
さ
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鷺さ
ぎ

谷や　

菜な

央お

さ
ん

毛
呂
山
町
長
賞　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
税
に
つ
い
て
思
う
事
」　
　
　
　
　
　
　
　

式し
き

地ち

冬と

萌も

子こ

さ
ん

教
育
長
賞　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
私
た
ち
の

”燃
料

“
」　
　
　
　
　
　
　
　

 

小こ

や

の

谷
野　

栞
し
お
り

さ
ん

川
越
地
区
租
推
協
会
長
賞
佳
作　
　
　
　
　
　

「
見
え
な
い
手
助
け
」　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
島　

哲て
つ
め
い明

さ
ん

国
税
モ
ニ
タ
ー
会
長
賞　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
ゴ
ミ
削
減
と
税
金
」　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
島　

若わ
か

奈な

さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
全
て
埼
玉
平
成
高
校
２
年
生
の
作
品
で
す
。

税
に
関
す
る
作
文
の
入
選
作
品

製
品
を
、
展
示
・
頒は

ん

ぷ布
し
ま
す
。

ま
た
、
盲
学
校
専
攻
課
な
ど
の

生
徒
に
よ
る
あ
ん
ま
・
マ
ッ
サ

　

ー
ジ
実
演
も
体
験
で
き
ま
す

（
22
日
の
み
）
。

問　

特
別
支
援
学
校
職
業
教
育
フ

　

ェ
ア
実
行
委
員
会
ｔ
０
４
８―

６
２
２―

７
１
１
１
鯨
井

㊐　

２
月
９
日
水
午
後
１
時
30
分

　

～
４
時

場　

埼
玉
会
館
大
ホ
ー
ル

問　

県
消
防
防
災
課
ｔ
０
４
８―

　

８
３
０―

３
１
７
３

　　

梅
の
花
が
み
な
さ
ん
の
お
越
し

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
ふ
く
よ

か
な
梅
の
香
り
を
ぜ
ひ
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。 

期
間　

２
月
11
日
祝
～
３
月
21
日
祝

開
園
時
間　

午
前
８
時
30
分
～
午

　

後
５
時

入
園
料　

２
０
０
円
（
中
学
生
以
上
）

駐
車
料　

普
通
車
４
０
０
円
、
マ

　

イ
ク
ロ
バ
ス
８
０
０
円
、
大
型

　

バ
ス
１
２
０
０
円　

問　

越
生
町
観
光
協
会
（
越
生
町

役
場
経
済
課
内
）
ｔ
２
９
２―

３
１
２
１
内
線
１
４
６

　

第
17
回
小
・
中
学
生
俳
句
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式
が
12
月
12
日
桶
川
市
の
さ
い
た
ま
文
学
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

応
募
者
１
万
４
７
９
人
、
応
募
句
数
１
万
７
８
３
２
句
の
な
か
か
ら
、
川
角
小
３
年
の
福
島
潤

じ
ゅ
ん

さ
ん
が
県
知
事
賞

に
選
ば
れ
ま
し
た
。
町
内
で
受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
次
の
と
お
り
で
す
。

県
知
事
賞

　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
夏
休
み　

し
ん
か
ん
せ
ん
で　

一
人
旅
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
角
小
学
校
３
年
生　
　

福
島　
　

潤
じ
ゅ
ん

さ
ん

県
俳
句
連
盟
会
長
賞

　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
学
校
の　

し
ょ
う
こ
う
口
に　

つ
ば
め
の
子
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

毛
呂
山
小
学
校
３
年
生　

大
橋　

怜れ

お央
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
夢
の
中　

た
く
さ
ん
も
ら
う　

お
年
玉
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

泉
野
小
学
校
６
年
生　
　

山
根　

茂
樹
さ
ん

朝
日
新
聞
奨
励
賞

　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
大
み
そ
か　

今
年
一
年　

あ
り
が
と
う
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

毛
呂
山
小
学
校
６
年
生　

梅
原　

愛あ
い

希の

さ
ん

佳
作　
　
　
　
　
　
　

「
ジ
リ
ジ
リ
と　

朝
の
目
ざ
ま
し　

あ
ぶ
ら
ぜ
み
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

泉
野
小
学
校
２
年
生　
　

栗
原　

亜
弥
さ
ん

佳
作　
　
　
　
　
　
　

「
や
ぶ
さ
め
の　

馬
走
る
風　

冬
近
し
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

毛
呂
山
小
学
校
５
年
生　

坂
口
ひ
よ
り
さ
ん

佳
作　
　
　
　
　
　
　

「
か
き
氷　

遠
く
に
見
え
る　

大
仏
殿
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
角
小
学
校
５
年
生　
　

柴
崎　

俊
明
さ
ん

佳
作　
　
　
　
　
　
　

「
雪
だ
る
ま　

げ
ん
か
ん
先
の　

見
は
り
や
く
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

毛
呂
山
小
学
校
６
年
生　

森　
　

頼よ
り

也や

さ
ん

第
17
回
小
・
中
学
生
俳
句
コ
ン
ク
ー
ル

地
震
対
策
セ
ミ
ナ
ー

越
生
梅
林
梅
ま
つ
り 情
報

レ
イ
ン
ボ
ー

毛呂山町役場　ｔ（295）2112・ｆ（295）0771
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㊐　

３
月
13
日
日
午
前
９
時
～
午

　

後
５
時

場　

西
入
間
広
域
消
防
組
合
消
防

署
定　

先
着
20
人

料　

２
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
含

む
）

申
・
問　

２
月
１
日
火
か
ら
28
日

　

月
ま
で
に
、
消
防
署
ｔ
２
９
５

　

―

０
１
７
８
に
申
込
み

※
講
習
終
了
後
、
修
了
証
を
交
付

し
ま
す
。

㊐　

２
月
19
日
土
午
後
１
時
～
３

　

時
場　

明
海
大
学
歯
学
部
（
坂
戸
市

　

け
や
き
台
１―

１
）

演
題　

「
気
に
な
る
ニ
オ
イ
・
臭に

お

　

い
と
匂に

お

い
」

料　

無
料

問　

明
海
大
学
庶
務
課
ｔ
２
７
９

　

―

２
７
０
７　

　

介
護
予
防
の
た
め
の
簡
単
な
体

操
の
講
座
で
す
。
動
き
や
す
い
服

装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

㊐　

２
月
16
日
水
午
後
1
時
30
分

　

～
3
時

場　

悠
久
園
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー

講
師　

野
口
あ
い
さ
ん
（
介
護
福

祉
士
）

申
・
問　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

　

ー
悠
久
園
支
所

　

（
内
田
、
宮
寺
）

ｔ
２
９
５―

８

　

３
８
３
へ
お
申

し
込
み
く
だ
さ

い
。

　　

皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
支
援
を
神

愛
ホ
ー
ム
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め

に
役
立
て
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
出
か

け
く
だ
さ
い
。

㊐
／
２
月
20
日
日
午
後
１
時
～
３

時
30
分　

場
／
福
祉
会
館　

問
／

児
童
養
護
施
設
神
愛
ホ
ー
ム
ｔ
２

９
４―

０
０
４
０

　

音
楽
を
通
じ
て
、
障
害
を
持
つ

人
も
持
た
な
い
人
も
互
い
に
理
解

し
合
い
、
街
の
こ
と
暮
ら
し
の
こ

と
を
共
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

各
団
体
の
ス
テ
ー
ジ
、
ゲ
ス
ト
コ

ー
ナ
ー
の
ほ
か
、
ど
な
た
で
も
参

加
で
き
る
「
手
づ
く
り
合
唱
団
」

な
ど
の
企
画
が
あ
り
ま
す
。

㊐
／
２
月
13
日
日
開
場
▽
午
後
０

時
30
分
、
開
演
▽
午
後
１
時　

場

／
東
松
山
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー

問
／
デ
イ
ケ
ア
ひ
ば
り
ｔ
０
４
９

３―

５
４―

８
６
５
１
重
田

　

体
力
や
足
腰
の
弱
い
人
、
年
齢

性
別
を
問
い
ま
せ
ん
。
健
康
太
極

拳
（
楊よ

う

め

い

じ

名
時
太
極
拳
）
の
効
果
を

ご
体
験
く
だ
さ
い
。

活
動
日
時
／
毎
週
火
曜
日
午
前
7

時
～
９
時　

場
／
中
央
公
民
館

（
体
験
参
加
も
歓
迎
し
ま
す
）

体
験
参
加
費
／
無
料　

持
ち
物
／

動
き
や
す
い
服
装
、
体
育
館
履
き

（
２
月
15
日
火
は
「
心
と
体
に
及

ぼ
す
太
極
拳
の
効
果
に
つ
い
て
」

を
無
料
で
公
開
し
ま
す
。
ま
た
、

Ｏ
Ｂ
会
、
会
員
も
募
集
中
で
す
）

問
／
ｔ
２
９
４―
６
４
０
４
堀
口

　　

体
験
リ
ト
ミ
ッ
ク
を
企
画
し
ま

し
た
の
で
、
親
子
で
ぜ
ひ
遊
び
に

来
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
人
数
把

握
・
調
整
の
た
め
、
事
前
の
ご
連

絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
に
ち
／
２
月
９
日
水
、
２
月
23

日
水　

時
間
／
午
前
10
時
か
ら　

場
／
中
央
公
民
館
視
聴
覚
室　

対

／
１
～
３
歳
児
と
保
護
者　

問
／

ｔ
２
９
４―

７
０
８
２
渡
辺
、
２

９
４―

５
２
７
６
日
高

㊐　

２
月
５
日
土
午
前
10
時
～
午

　

後
５
時
（
予
約
不
要
）

場　

埼
玉
弁
護
士
会
川
越
支
部

内
容　

弁
護
士
に
よ
る
借
金
無
料

　

法
律
相
談
会
な
ど

問　

埼
玉
弁
護
士
会
川
越
支
部
ｔ

　

２
２
５―

４
２
７
９

　

平
成
23
年
１
月
か
ら
埼
玉
司
法

書
士
会
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
で
の

各
相
談
が
原
則
無
料
と
な
り
ま
し

た
。
事
前
に
電
話
予
約
の
う
え
各

セ
ン
タ
ー
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

浦
和
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

ｔ
０
４
８―

８
３
８―

７
４
７
２

熊
谷
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

ｔ
０
４
８―

５
２
１―

９
１
０
７

越
谷
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

ｔ
０
４
８―

９
６
２―

０
２
２
６

所
沢
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

ｔ
０
４―

２
９
３
１―

８
８
８
０

問　

埼
玉
司
法
書
士
会
ｔ
０
４
８

　

―

８
６
３―

７
８
６
１

ご
寄
附
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

▽
５
万
円

い
る
ま
野
農
業
協
同
組
合　

様

▽
Ｃ
Ｄ
・
大
活
字
図
書

東
京
電
力
株
式
会
社

　
　
　
　
　
　

川
越
支
社　

様

▽
ガ
ス
テ
ー
ブ
ル
コ
ン
ロ
７
台

武
蔵
野
瓦
斯
株
式
会
社　
　

様

相
談

ご

を

情
報
交
換

悠ゆ
う
き
ゅ
う
え
ん

久
園
『
家
族
介
護
教
室
』

第
19
回
神
愛
ホ
ー
ム

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー

『
上
級
救
命
講
習
会
』

『
明
海
大
学
歯
学
部
公
開
講
座
』

第
27
回
み
ん
な
仲
間
だ

手
づ
く
り
音
楽
会

『
毛
呂
山
気
功
太
極
拳
』

体
験
教
室
参
加
者
募
集

『
ア
ン
パ
ン
マ
ン
こ
ど
も
ラ

ン
ド
』
体
験
リ
ト
ミ
ッ
ク

武
富
士
・
借
金
無
料
法
律

相
談
会

埼
玉
司
法
書
士
会
総
合
相

談
セ
ン
タ
ー
が
無
料
化
に

学
び
た
い

インフォメーション
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後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
算

定
に
は
、
被
保
険
者
お
よ
び
被
保

険
者
の
属
す
る
世
帯
の
世
帯
主
の

所
得
の
申
告
が
必
要
で
す
。
な
お
、

保
険
給
付
に
つ
い
て
は
同
一
世
帯

で
判
定
す
る
た
め
、
学
生
や
家
族

の
扶
養
に
入
っ
て
い
る
人
、
収
入

の
全
く
な
い
人
も
、
収
入
所
得
の

申
告
が
毎
年
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

申
告
の
な
い
場
合
は
、
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
額
が
正
し
く
算

定
さ
れ
ず
、
軽
減
措
置
が
受
け
ら

れ
な
か
っ
た
り
、
高
額
療
養
費
な

ど
が
正
し
く
給
付
さ
れ
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
必
ず
申
告
を
し

て
く
だ
さ
い
。
申
告
方
法
に
つ
い

て
は
、
こ
の
広
報
５
ペ
ー
ジ
を
参

照
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
保
険
料
額
の
軽
減
措
置
に
つ
い
て

　

一
定
基
準
以
下
の
収
入
の
人
に

つ
い
て
は
、
保
険
料
の
負
担
を
減

ら
す
た
め
に
保
険
料
額
の
軽
減
措

置
を
行
っ
て
い
ま
す
。
被
保
険
者

お
よ
び
世
帯
主
の
総
所
得
金
額
を

算
定
基
礎
に
自
動
判
定
し
ま
す
の

で
、
軽
減
に
対
し
て
の
申
請
は
不

要
で
す
。

◆
保
険
給
付
に
つ
い
て

　

医
療
費
に
は
１
か
月
の
自
己
負

担
限
度
額
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

限
度
額
を
超
え
た
場
合
に
は
、
超

え
た
分
が
高
額
療
養
費
と
し
て
支

給
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
入
院
し
た

際
に
は
食
事
代
な
ど
を
支
払
い
ま

す
が
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
人

は
申
請
す
る
こ
と
に
よ
り
支
払
額

が
減
額
に
な
り
ま
す
。

◆
保
険
料
の
社
会
保
険
料
控
除
に

つ
い
て

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
納

付
額
は
、
所
得
税
・
住
民
税
と
も

に
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
に
な

り
ま
す
。
保
険
料
が
年
金
か
ら
差

し
引
か
れ
て
い
る
場
合
は
、
差
し

引
か
れ
て
い
る
人
の
控
除
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

　

納
入
通
知
書
や
口
座
振
替
で
納

め
た
場
合
は
、
被
保
険
者
本
人
以

外
の
人
の
控
除
の
対
象
と
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

◆
納
付
済
証
明
書
に
つ
い
て

　

納
付
済
証
明
書
は
お
送
り
し
ま

せ
ん
の
で
、
申
告
の
際
に
は
、
お

手
数
で
も
ご
自
身
で
領
収
書
の
領

収
日
と
金
額
を
確
認
し
て
申
告
し

て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
納
付
額
は
、
お
電
話
で

の
お
問
合
せ
の
ほ
か
、
来
庁
い
た

だ
け
れ
ば
納
付
額
確
認
書
を
発
行

し
ま
す
。

◆納付書で納めている人も口座振替にできます！
　年金が年額１８万円未満の人、介護保険料との合計額が年金額の２分の１を超える人は、年金天引きではなく、

納付書で納めていただきます。保険料の納付は、納め忘れや納める手間のかからない口座振替がおすすめです。

振替先の預（貯）金通帳、通帳届出印をお持ちいただき、役場高齢者支援課または指定金融機関でお申し込みく

ださい。

後期高齢者医療保険に加入の皆さんへ
平成 22 年中の収入の申告をお願いします
　　　　　　　　　　　　　　　　問合せ　申告について　　役場税務課町民税課税係　ｔ内線 195・196

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　保険料について　役場高齢者支援課保険料係ｔ内線 158・159

　

申
告
の
必
要
が
な
い
人

・
確
定
申
告
、
住
民
税
申
告
を

　

し
た
本
人

・
給
与
以
外
の
収
入
が
な
く
、

　

勤
務
先
か
ら
町
に
報
告
さ
れ

　

て
い
る
人

・
収
入
が
公
的
年
金
の
み
の
人

後期高齢者医療制度の保険料のお支払い方法の変更について
　後期高齢者医療制度の保険料を現在年金から支払っている人、または平成２３年４月より支払う予定となって

いる人のうち、高齢者支援課の窓口へ「後期高齢者医療保険料納付方法変更申出書」および「口座振替申込書」

を提出していただくことにより、お支払い方法を口座振替へ変更することが可能です（お支払いいただく保険料

の総額は変わりません）。

※お支払い方法を口座振替に変更した後、ご希望により年金天引きに戻すこともできます。

変更時期　平成23年１月31日までに申し出た場合　　　　平成23年４月分の年金から天引きが中止されます

　　　　　平成23年１月31日を過ぎて申し出た場合　　　平成23年６月分以降の年金から天引きが中止されます

手続きに必要な物
　後期高齢者医療制度の被保険者証、申請者の身分証明書、振替先の預（貯）金通帳、通帳届出印（以前に口座

振替の申込みの手続きが済んでいる人は、後期高齢者医療制度の被保険者証、申請者の身分証明書をお持ちくだ

さい）
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勤
務
場
所　

町
立
保
育
園

募
集
人
員　

4
人

勤
務
時
間　

月
～
金
曜
日
（
実
働

７
時
間
45
分
／
１
日
）

※
土
曜
日
は
午
前
中
勤
務
で
交
替

制応
募
資
格　

保
育
士
資
格
を
有
す

　

る
人
（
午
前
7
時
30
分
～
18
時

30
分
ま
で
の
シ
フ
ト
可
能
な

人
）

賃
金　

時
給
１
２
０
０
円

採
用
日　

４
月
１
日
金

申
・
問　

２
月
25
日
金
ま
で
に
履

　

歴
書
（
写
真
貼
付
）
お
よ
び
保

　

育
士
証
の
写
し
を
役
場
子
ど
も

課
保
育
係

　

ｔ
内
線
１

　

３
７
・
１

　

３
８
へ
提

　

出
し
て
く

　

だ
さ
い
。

勤
務
場
所　

町
立
保
育
園

募
集
人
員　

１
人

応
募
資
格　

資
格
不
要

勤
務
時
間　

月
～
金
曜
日
（
原
則

週
25
時
間
）
シ
フ
ト
に
よ
り
午

前
・
午
後
の
交
替
制

時
給　

８
０
０
円

採
用
日　

４
月
１
日
金

申
・
問　

２
月
25
日
金
ま
で
に
、 

履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
を
役
場

　

子
ど
も
課
保
育
係
ｔ
内
線
１
３

　

７
・
１
３
８
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

勤
務
内
容　

①
配
送
助
手
お
よ
び

調
理
員
、
②
栄
養
士

応
募
資
格　

②
栄
養
士
資
格

勤
務
日
時　

①
月
～
金
曜
日
（
午

前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15

　

分
）
た
だ
し
、
１
週
間
に
つ
き

38
時
間
45
分
以
内
と
す
る
。
②

月
～
金
曜
日
（
午
前
８
時
45
分

～
午
後
３
時
30
分
）

勤
務
場
所　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

募
集
人
員　

若
干
名

勤
務
期
間　

①
、
②
と
も
に
平
成

23
年
４
月
～
９
月

賃
金　

①
時
給
８
５
０
円
、
②
時

給
９
０
０
円

申
・
問　

２
月
18
日
金
午
後
５
時

　

ま
で
に
履
歴
書
（
写
真
添
付
）

　

を
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
ｔ
２
９

　

４―

２
２
４
２
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

「健康まつり」が開催されます
申・問　保健センター　ｔ（294）5511

※歯科検診の申込みは　２月１日（火）から保健センター
ｔ２９４－５５１１へお申し込みください。駐車場が少
ないので、車の場合は乗り合わせでご来場ください。

●医師健康相談　　●薬剤師相談（禁煙関連コーナー）
●栄養相談　　●健康クイズコーナー　　●体脂肪測定

●足裏健康測定　　●運動・リハビリ相談　●血圧測定

●食事バランスガイドPRコーナー　●がん検診PRコー

ナー　●国民健康保険PRコーナー　　

●お子様縁日コーナー（スーパーボールすくい）

●健康体操発表会（９：００～９：３０）

●健康食試食コーナー（１０：３０～）

●人形劇団「おっぺ」公演（１１：００～１２：００）

以下のコーナーは当日整理券を配布します
●脳年齢チェック　　●血管年齢測定　　●骨密度検診

以下のコーナーは事前に申込みが必要で
す
●歯

は

っぴー検診　　●歯みがき指導

先着３６人、３０分毎に6人、小児も可

日時　2月20日（日）　午前９時～正午

場所　保健センター

◎今年はもろ丸くんも登場します。もろ丸くんと一緒

に各種健康測定にチャレンジしてみよう!　各コー

ナー全て無料です。

　　　

異動のときは手続きを
　水道使用者が、転入・転出・転居・世帯主変

更などをした場合は、次の手続きが必要です。

　

　これらの用紙は、水道課窓口にあります（印

鑑の持参をお願いします）。

料金の支払いは口座振替が便利です
●預金口座振替依頼書の用紙は、水道課または

町内の指定金融機関の窓口にあります。

●口座振替依頼書の提出先は、金融機関の本支

店になります。

　いるま野農協・埼玉縣信用金庫・埼玉りそな

銀行・東和銀行・飯能信用金庫・武蔵野銀行・

りそな銀行・ゆうちょ銀行（郵便局を含む）

※手続き完了までの１～２か月間は納付書をお

送りしますので、指定の窓口でお支払いください。

問　役場水道課業務係
　ｔ（295）2112内線162・163

水道課からのお知らせ

転入・・・・・水道使用開始届

転出・・・・・使用中止届

転居・・・・・水道使用開始届、使用中止届

世帯主変更・・使用者・所有者変更届

管理人変更・・管理人変更届

募
集
し
ま
す

保
育
園　
『
臨
時
保
育
士
』

を
募
集
し
ま
す

保
育
園
『
臨
時
調
理
員
』

を
募
集
し
ま
す

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

『
臨
時
職
員
』
を
募
集
し
ま
す

インフォメーション
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山根荘バザーを２月15日～17日に開催します。皆さまのご来場をお待ちしています。
※行事日程などについては、都合により変更する場合があります。

※上記の趣味の会に入会を希望する人は、下記までご連絡ください。

　問　老人福祉センター山根荘ｔ（２９４）５５４５

電子申請・届出サービスをご利用ください
問　役場情報推進室　ｔ（295）2112 内線 221

　埼玉県と県内市町村では、電子申請・届出サービスを

共同利用しています。様ざまな手続きが行え、とても便

利です。ぜひ、ご利用ください。詳しくは、ホームペー

ジをご覧ください（ｈ http://www.town.moroyama.saitama.jp）。

◎電子申請にはこんなメリットがあります
　◦自宅や職場のパソコンから申請ができます。

　◦夜間、休日でも申請ができます。

　◦携帯電話で申請できる手続きもあります。

　◦通信は暗号化されますのでセキュリティも安心です。

◎毛呂山町ではこんな手続きができます
　◦町名地番変更（住居表示）証明書交付申請 

　◦国民健康保険加入・喪失届

　◦印鑑登録証明書交付申請 

　◦戸籍の附
ふ ひ ょ う

票の写し請求 

　◦住民票記載事項証明請求 

　◦住民票の写し請求 

　◦給与支払報告・特別徴収に係る給与所得者異動届 

　◦軽自動車税申告（報告）書兼標識交付申請書 

　◦軽自動車税廃車申告書兼標識返納書　など

◎電子申請・届出サービスのアクセス
　　ｈ https://denshi.pref.saitama.lg.jp/

民生委員・児童委員の紹介
　広報もろやま 12 月 20 日号で改選された民生委

員・児童委員をご紹介いたしましたが、平山（東）

の掲載が漏れていました。関係地域の皆さんにご迷

惑をお掛けしたことについて、お詫び申し上げます。

平山（東）　　　村田祥
さちこ

子さん

山根荘趣味の会定例行事
リサイクル情報

●ゆずりたい品物
・マリクレールのママコート（薄
いピンク・中古・有料）・カドル
ミーの抱っこバンド（中古・有
料）・ベビーふとんの掛けぶとん
カバー（105 ㎝× 130 ㎝・無料）
・ベビーお昼寝ふとんの掛けぶ
とんカバー（無料）

●ゆずってほしい品物
・小型耕運機

　紹介したい品物がありました
ら、お気軽にお申し込みくださ
い。また、交渉が成立した場合
には、必ずご連絡ください。

掲載期間　３か月

申・問　産業振興課商工観光係
　　　　ｔ内線 175

２月の休館日
  ５日  ６日11日12日13日19日
20日26日27日

ゲ ー ト ボ ー ル   ７日14日28日

ペ タ ン ク 21日

声 を 出 す 会   ２日16日

謡 寿 会   ８日22日

民 踊 同 好 会 14日28日

俳 句 の 会
25日【季語 春きざす（はるきざ
す）、草萌（くさもえ）】

囲碁・将棋の会
  ２日  ４日  ９日16日18日23日
25日

お 茶 の 会   ４日18日

茜 会（ お 花 ）14日28日

ダンス同好会 18日25日

ぎんれい会(大正琴)   ４日18日

三味線・民謡の会   ３日10日

手 芸 の 会   ９日23日

カ ラ オ ケ 同 好 会   ７日21日
（厚年カラオケ）  ４日

吟 友 会   ９日23日

書 道 の 会   ９日23日

舞 わ か ば 会 23日

FD カ ト レ ア 25日

健康体操 3B 体操 お休み

楓 会 お休み

押 し 花 の 会   ７日14日

光 華 の 会 28日

　

山
根
荘
は
、
町
内
在
住
で
60
歳

以
上
の
人
で
し
た
ら
、
ど
な
た
で

も
無
料
で
ご
利
用
に
な
れ
ま
す
。

町営住宅への入居者を募集します
問　役場管財課財産管理係　ｔ内線 542・543

受付期間　1 月 28 日（金）～２月 10 日（木）
　　　　　（土・日・祝日は除く）
受付場所　役場管財課財産管理係（庁舎５階）
受付時間　午前９時～正午、午後１時～５時
必要書類　入居申込書、世帯全員の住民票、課税（所得）
　　　　　証明書もしくは非課税証明書、住宅実態表
　　　　　ほか
　　　　　※必要な書類は、役場５階管財課で配布し
　　　　　ます。
入居資格　入居には資格要件があります。詳細は役場
　　　　　管財課財産管理係まで連絡してください。
入居予定　平成 23 年３月
※入居希望者多数の場合は選考になります。
※家賃は、世帯全員の収入により決定されます。

募集団地名 募集戸数 建設年度 間取り 家賃 住所

杉ノ入団地
１戸

（２階）
平成 11 年度 4DK

19,800 円～

　61,000 円

滝ノ入

237-1

毛呂山町役場　ｔ（295）2112・ｆ（295）0771
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ノロウイルスなどの感染性胃腸炎に注意しましょう

　感染性胃腸炎は、毎年、１１月から１２月にかけて増加し、１２月中旬にピークとなりますが、今年は、流

行が早く、１０月中旬から増加し、過去１０年間のなかでも患者数が２番目の多さとなっています。

　この時期に発生する感染性胃腸炎のうち、特に集団発生の多くは、ノロウイルスによるものであると推測さ

れます。今後、流行の拡大も予想されますので、注意が必要な状況になっています。

　ノロウイルス感染症の症状は、吐き気、嘔
お う と

吐、下
げ り

痢です。特に、保育園や幼稚園、小学校、また高齢者の施

設などで、集団発生することがあります。流行を最小限にするために、各家庭で予防対策を行ってください。

【予防するために】
・ノロウイルスに感染すると、嘔吐物や便からウイルスが排出されますので、特に注意が必要です。

・食事前やトイレの後などは、石
せっけん

鹸で手指をしっかり洗い、流水でウイルスを洗い流しましょう。

・加熱調理する料理は、中心部まで十分に火を通しましょう。

・下痢・嘔吐などの症状がある場合は、食品を直接取り扱う作業を控えましょう。

・症状がなくても便には１週間程度ウイルスが排出されますので注意しましょう。

・患者の嘔吐物などを片付ける場合は、マスクや使い捨て手袋を着用して行い、ペーパータオルなどを用いて

処理し、汚れた場所は、塩素系の薬剤で消毒しましょう。なお、嘔吐物などは、乾燥すると、空気中にウイ

ルスが浮遊し、吸い込んで感染が拡大するおそれがあります。

※使用したペーパータオルなどは0.1パーセントの次亜塩素酸ナトリウムとともに、ビニール袋に入れて廃棄し

ます。床も0.02パーセントの次亜塩素酸ナトリウムで消毒し、ペーパータオルなどを同様に処理廃棄します。

問　保健センター　ｔ（294） 5511

問　保健センター　ｔ（294）5511

インフルエンザに注意しましょう!～手洗いうがい、咳エチケットの励行を～

　１２月上旬からインフルエンザ患者の報告数が増加しています。例年インフルエンザの流行は、１月中旬か

ら２月中旬にかけて流行のピークを迎えることが多く、今後、流行の拡大が予想されますので注意が必要です。

【インフルエンザを予防するために】
①手洗い・うがいの徹底

・感染症の予防の基本は、まずは手洗いです。帰宅後や不特定多数の

　人がさわるようなものに触れた後は、こまめに手を洗いましょう。

②「咳エチケット」を心がける

・咳、くしゃみや発熱などの症状があるときはマスクをしましょう。

・マスクを持っていない場合は、ティッシュなどで口と鼻を覆い、周

　りの人から顔をそらし、できる限り１～２メートル以上離れましょう。

・咳、くしゃみを抑えた手、鼻をかんだ手を洗いましょう。

③規則正しい生活習慣

 ・日ごろから十分な休養とバランスのよい栄養をとり、規則正しい生活をすることで、体力や抵抗力を高め、感

　染しにくい健康状態を保ちましょう。

【「インフルエンザかな？」 症状のある人へ】
・急な発熱や咳、のどの痛みなどインフルエンザの症状がある場合には、早めの受診を心がけましょう。

・妊娠している人、人工透析を受けている人、喘
ぜ ん そ く

息や糖尿病などの持病がある人は、なるべく早く「かかりつ

　け医」に相談しましょう。

【消毒液の簡単な作り方】
　家庭などで消毒液を作る際には、1.5 リットルのペット

ボトルを活用しましょう。右表の量を参考に原液を入れて、

水を加えて 1.5 リットルにすると簡単に作ることができ

ます。

　一般に台所用漂白剤として売られている次亜塩素酸ナト

リウムの塩素濃度は約５～６パーセントです。

■次亜塩素酸ナトリウム濃度６％の塩素系漂白剤を使った場合■

※ペットボトルのキャップ 1 杯で約 5 ミリリットルです。

作りたい濃度 原液（ペットボトルのキャップ）
0.02％ 1杯
0.1％ 5杯

インフォメーション
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乳幼児の予防接種
ＢＣＧ予防接種

麻しん風しん（ＭＲ）予防接種

三種混合 

日本脳炎

※２日分を１度に予約受け付けします。

乳幼児健診※対象者には個別に通知します。

４か月児健診　　

10 か月児健診 　　

１歳６か月児健診　

３歳児健診

つくしんぼ（赤ちゃん）サロン
日　時　2月9日（水）

10：30～11：30（受付は10：00～10：15）

内　容　親子遊びの紹介、参加者の交流

対　象　3か月～1歳3か月の第一子

2月  3日（木）　 Ｈ22.  9生まれの児
こ

2月  4日（金）　 Ｈ22.  3生まれの児

2月15日（火）　 Ｈ21.  7生まれの児

2月16日（水）　 Ｈ19.  8生まれの児

対

対

対

対

乳・子宮頸
けい

がん検診（受診回数／2年に１回）

日　時　2月23日（水）午後

　　　　（詳しくは申込み時にお知らせします）

対　象　乳がん/40歳以上、子宮頸がん/20歳以上

費　用　乳がん/600円、子宮頸がん/500円

申込み　2月9日（水）から受付（先着各50人）

※生活保護受給世帯の人は、無料となります。申込み時
にお申し出ください。

　　　　　　

　　　　　　

　　　　　　

 

 　  3月1日（火）、3月28日（月）  

成人健康相談（心と体の相談）
2月   1日（火）　　　9：30～11：30 　 　場 役場ホール

2月 25日（金）  9：00～12：00 　 場 保健センター

老人健康相談（山根荘利用者のみ）
2月   8日（火）　　　9：30～11：30 　 　場 山根荘

電話相談　月～金曜日（祝日を除く）9：00～17：00

2月  8日（火）

2月  9日（水）

2月10日（木）

3月  4日（金）

2月  1日（火）から

2月  2日（水）から

2月  3日（木）から

2月25日（金）から

2月22日（火）から

申

申

申

申

申

保
健センターからのお知らせ

健康相談

検　診

子ども

※埼玉医科大学病院（毛呂本郷 38ｔ 276-1465）は、
救急部が日曜・祝日を問わず救急患者を受け入れています。

2月の在宅当番医　9:00～ 12:00
日にち 医療機関名 専科 住　所 電話
2/11（祝）根岸内科医院 内科・小児科 下川原171 295-3959

日　時　2月14日（月）13：30～16：00（受付13：30～14：00）

※15分前に整理券配布。希望者に離乳食指導あり。

対　象　乳幼児とその保護者

申込み　１月 26 日（水）から受付

育児学級

 母親学級　　　
日　時　2月17日（木）、25日（金）、3月5日（土）、11日（金）

　　　　13：30～16：00ごろ

対　象　初妊婦

申込み　１月26日（水）から（先着20人）

初めてお父さんになる人も大歓迎!

歯周病にご注意を!
【歯周病予防教室】
　歯周病の原因となる歯

し こ う

垢（プラーク）について実際

に顕
けんびきょう

微鏡で見てみましょう。歯周病の予防法について、

勉強してみませんか。

　　　　３月１０日（木）13：３０～ 16：0 ０

　　　　歯周病のしくみ、歯垢のチェック、歯垢（プ

　　　　ラーク）の顕微鏡写真、その予防法について

講　師　歯科医師、歯科衛生士

対　象　４０～６４歳までの人

　　　　先着 12 人

　　　　筆記用具、歯ブラシ

　　　　１月２７日（木）から保健センターで受付

持ち物

申込み

定　員

日　時

内　容

【歯周病検診】
　　　　２月２０日（日）９：００～１２：００

　　　　保健センター

　　　　４０歳以上の人

　　　　無料

　　　　２月１日（火）から保健センターで受付

　　　　（電話可）

※当日は健康まつりを行っています。

※検診を受けた人は、歯みがき指導が受けられます

　（希望者のみ）。

※３０分毎に予約を取ります。

申込み

日　時

場　所

対　象

費　用

申込み・問合せ・実施場所
保健センター　℡ 049(294)5511

 骨密度検診
日　時　２月２０日（日）９：００～１１：３０

場　所　保健センター

費　用　無料

定　員　先着120人

申込み　当日、直接お越しください。

※当日は健康まつりを行っています。
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２月の相談コーナー

法律相談  人権・行政相談 心配ごと相談
 

 教育相談 消費生活相談
 

■弁護士（要予約）

　２月7日月、28日月
　13:30～16:00

■行政書士
　２月16日水
　10:00～15:00

場　所　役場会議室

問合せ　総務課自治振興係

　　　　ｔ内線314

　土地家屋のトラブル、金

銭貸借や補償、相続問題な

ど

２月10日木13:30～16:00

場　所　役場会議室
問合せ　総務課自治振興係
　　　　ｔ内線314
　人権問題・行政に関する苦情など

月～金 10:00 ～ 16:30

場　所　教育センター

電話相談番号ｔ（295）2525

　不登校、いじめ、しつけなど

問合せ　産業振興課商工観光係
　ｔ内線175または、消費生活
　支援センター川越
　ｔ（247）0888
　違法な契約や商品の苦情など

毎週水曜日 10：00 ～ 12：00
場　所　福祉会館
問合せ　社会福祉協議会
　　　　ｔ（295）3111
　生活上の悩み、困りごとなど

後期高齢者

　医療保険料　  ８期

税金・保険料は納
期限内に忘れずに
納めましょう！

2月の納期限

日 月 火 水 木 金 土
1 2 ３ ４ ５

・幼児クラブ火曜コース
　場児童館

・ぴょんぴょん広場
　場児童館→P9

・幼児クラブ木曜コース
　場児童館
・健康づくり教室
　場東公民館

・体育施設
　3月分調整会議
　場総合公園
・トレーニング機器
　説明会
　場総合公園

６ ７ ８ ９ 10 11 建国記念の日 12児 図歴児体 児

・3月分総合公園
　予約日
　場総合公園

・健康づくり教室
　場東公民館

・川角小学校入学
　説明会
　場川角小学校
・泉野小学校入学
　説明会
　場泉野小学校
・幼児クラブ火曜コース
　場児童館

・ぴょんぴょん広場
　場児童館→P9
・つくしんぼサロン
　場保健センター→P21

・毛呂山小学校入学
　説明会
　場毛呂山小学校
・幼児クラブ木曜コース
　場児童館
・健康づくり教室
　場東公民館
・子育てサロン
　場東公民館

・子ども映画会
　場図書館→P9

13 14 15 16 17 18 19児 図歴児体

・健康づくり教室
　場東公民館

・光山小学校入学
　説明会
　場光山小学校
・幼児クラブ火曜コース
　場児童館

・毛呂山中学校入学
　説明会
　場毛呂山中学校
・川角中学校入学
　説明会
　場川角中学校
・ぴょんぴょん広場
　場児童館→P9

・幼児クラブ木曜コース
　場児童館
・健康づくり教室
　場東公民館

20 21 22 23 24 25 26児 図歴児体

・健康まつり
　場保健センター
　→P18
・年金講座
　場図書館→Ｐ9

・健康づくり教室
　場東公民館

・幼児クラブ火曜コース
　場児童館

・ぴょんぴょん広場
　場児童館→P9

・幼児クラブ木曜コース
　場児童館
・子育てサロン
　場福祉会館

・東公民館
　ふれあい文化祭
　場東公民館→P14
・おはなし会
　場図書館→P9

27 28児 図歴児体

・東公民館
　ふれあい文化祭
　場東公民館→P14
・休日納税・納入窓口
　場役場→P12

・夜間納税窓口
　場役場→P12
・健康づくり教室
　場東公民館

図図書館　歴歴史民俗資料館　児児童館
体町内体育施設（総合公園体育館・グラウンド、
大類グラウンド・ソフトボールパーク、川角公園、
西戸・川角・岩井・目白台各グラウンド、弓道場）

施設のお休みマーク

場＝場所
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□広報もろやまは、役場ホール、両公民館、図書館、保健センター、教育センター、総合公園体育館、歴史民俗資料館、福祉会館に置いてあります。

徒然歳時記

　新たな年になりました。広報担当になってから元日に桂

木観音で初日の出を撮影することが、すっかり一年の初め

の行事になりました。今年も素晴らしい初日の出を拝むこ

とができ、少し得をした気分です。どうか今年も「広報も

ろやま」をよろしくお願いいたします。（Ｉ）

　「雪やこんこ　あられやこんこ」で始ま
る文部省唱歌『雪』。この唱歌の一節で
「猫はこたつで丸くなる」とありますが、
こたつは、冬の寒い時期に足元から心地よ
く身体を温めてくれる暖房器具として、昔
からとても重宝されてきました。
　こたつが初めて登場したのは、室町時
代のことです。もともとは囲

い ろ り

炉裏が使われており、囲炉裏の火
が消えかけた際、熱源である炭を紙で被

おお

い、その上に「こたつ
やぐら」と呼ばれるやぐらを組み、布団を掛けて暖をとったの
が始まりでした。こたつが使用され始めた当初は、その熱源に
木炭や豆炭、練炭といった炭を使用していました。その後、江
戸時代中期になってからは、火

ひ ば ち

鉢をやぐらで囲い、布団をかけ
たことにより、熱源を持ち運ぶことができるようになりました。
こうして出来たのが、現在みられるような畳の上に置いて使う
置きごたつです。また、一般的に掘りごたつと呼ばれる腰掛け
ごたつは、明治になってから、日本を愛するイギリス人によっ
て開発されました。熱源に電気が使用されるようになったのは、
戦後のことで、歴史はそれほど古くありません。こたつは、形
態こそ大きく変わることはありませんでしたが、冬には欠かせ
ない暖房器具として人びとの生活とともに発達してきたといえ
ます。
　これから本格的に寒い季節になってきます。ますますこたつ
から出られなくなってしまいそうですが、晴れた暖かい日など
は、散歩などで外へ出かけてみるのもいいのではないでしょう
か。

■秘書広報課では「わがやのアイドル」を募集中です。

申・問　役場秘書広報課ｔ（295）2112 内線 332

こたつ

現在の風景

人口 36,510 人（－ 39 人）
【男 18,176 人（－ 29 人）　女 18,334 人（－ 10 人）】
世帯 15,718 戸（－ 20 戸）
※平成 23 年 1 月１日現在（カッコ）内は前月比

　最近は、あまり見られなくなりましたが、当時は鎌北湖が全面的に

凍りつくことがありました。近年の環境問題などが影響しているのか

もしれませんが、今となってはとても貴重な写真であるといえます。

募 集 中
昭和60年代ごろまでの昔
の写真を募集しています。
提供いただける方は、役
場秘書広報課広報広聴係ｔ
(295)2112内線332まで
ご連絡ください。

　

　お調子者の琥大朗

に、ちゃっかり者の

桜鼓。ソーラン節・人形劇・太鼓が大好き。た

くさんの方に可愛がって頂き、すくすく育って

います。

山崎　琥
こ た ろ う

大朗くん
　（３歳）

山崎　桜
さくらこ

鼓ちゃん
　（１歳６か月）

　年齢が近いからお

互いがライバル!　

おやつの量、手を洗う順番、何から何まで１番

は譲れない兄妹。けんかもほどほどに、あんま

りママを怒らせてはダメだよ!

大野　央
ちかほ

歩くん
　（５歳８か月）

大野　陽
あきほ

歩ちゃん
　（３歳３か月）

氷結する鎌北湖
　昭和59年2月（根本浩さん提供）
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　毛呂山町マスコットキャラクター「もろ丸くん」が、昨年 10 月にデビュー

してから、もう３か月が過ぎました。それ以来「もろ丸くん」は、たくさん

の町の行事に参加しました。「もろ丸くん」の思い出とともに３か月の活躍

を振り返ってみましょう。

もろ丸思い出写真館

今年も応援よろしくネ！

24

10月31日『やぶさめサミットin毛呂山2010』
「たくさんの人の前で緊張しました･･･」

10月10日
『開運�  なんでも鑑定団』
「ボクも出演しちゃいました」

11月21日『鎌北湖紅葉まつり』
「ゆず娘さんと一緒に写真を撮ってもら
い、ちょっと照れちゃいました」

11月4日
『特別住民票の交付』
「これでボクも住民です」

10月24日『鎌北湖マラソン』
「元シドニーオリンピックマラソン代表の川嶋
伸次さんと記念撮影してもらいました」

12月19日『彩の国21世紀郷土かるた毛呂山町大会』
「会場の熱気と参加した皆の真剣な表情と迫力に圧倒
されました」

11月27日『ゆずの里商店街秋まつり』
「弓を持って流鏑馬の的を射ました。弓
は、ボクの特技なんだ」

11月23日『ゆずの里ウォーク』
「歩いた皆さんの応援をしました。
でもボクは歩いてないんだ…」

11月28日
『ゆるキャラサミットin羽生』
「お友だちがたくさんできたヨ」

10月3日『町民レクリエー
ション大会』
「皆と一緒に走れて、とて
も楽しかったよ」

11月14日『毛呂山町産業まつり』
「新しく決まったゆず娘さんたちと
記念撮影を行いました」

10 月16日『木
きじょう

城ふるさと
まつり』
「木城町の皆さんにもかわ
いがってもらいました」

11月7日『名球会メモリアル
毛呂山少年野球大会』
「元プロ野球選手は大きくて
ビックリ�」
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